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ヘ
ル
ダ

リ

ー

ン

1
光
と
影
1

*

堤

博

美

要

旨

筆
者
は

こ
れ
ま

で
、
浪

漫
的
詩
人

ヘ
ル
ダ
リ

ー

ン
の
全
貌
を
解

明
し
よ
う

と
し

て
、

色

々
な
角
度
か
ら
考
察

し
て
き
た

。
と

く
に
才
能
と
気
質
、

運
命
と
予
感

、

ヒ

ュ
ペ
ー

リ
オ

ン
と

デ
ィ
オ

テ
ィ
ー

マ
と

い
う

三
点

に
主
眼
を
置

い
て
論
じ
た
。
今

回
は
文
体
と

モ
ラ

ル
、
自
立

へ
の
道

、
ズ

ゼ

ッ
テ
の
愛

と

い
う
視
点

か
ら
詩
人
を

観
察

し
た

い
。
第

一
章

の
文
体
と

モ
ラ
ル
で
は
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー

ン
の
詩
と

小
説

と
戯
曲

の
中
に
範
例
を
検

索

し
、
そ

こ
か
ら
そ

の
文
体
的
特

長
を

具
体
的

に
例
示
し
、
詩
人
特

有

の
文
体
と
徳
性

の
関
係
を
推
断
し
た
。
第

二
章

で
は

ヘ
ル
ダ

リ
ー
ン
の
書
簡

か
ら
自

立

へ
の
意
志
を
読

み
取
り

、
第

三
章

で
は
ズ

ゼ

ッ
テ

(
デ
ィ
オ

テ
ィ
ー

マ
)

の
手

紙
を
抜
粋
引

用
し

て
、

彼

女

の
愛
と
苦
悩
を

つ
ぶ
さ

に
観
察
し
、
そ

の
光
と
影
を
呈

示
し
よ
う
と
試

み
た

。

　 　 　 ノへ 　 　 ノへ
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直
喩
が
き
わ
め
て
多
く
、
隠
喩
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。

付
加
形
容
詞
の
格
語
尾
を
省
略
す
る
場
合
が
多

い
。

〉
尉6
観
名
o

(語
末
音
消
失
)
と
ω
冤
巳
【名
o
(語
中
音
消
失
)

統
語
法

(語
順
)
を
故
意
に
無
視
し
た
文
が
頻
見
す
る
。

ザ
ク
セ
ン
ニ
格
を
多
用
す
る
。

仮
主
語
の
構
文
を
多
用
す
る
。

が
頻
出
す
る
。

ド
イ
ツ
文
の
原
則
で
あ
る
枠
構
造
を
無
視
し
た
文
を
頻
用
す
る
。

以
上
の
諸
特
徴
を
具
体
的
に
検
証
し
よ
う
。

文
体
と
モ
ラ
ル

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
文
体
的
な
特
徴
を
箇
条
書
き
す
る
と
、

な
ろ
う
。

ほ
ぼ
以
下
の
よ
う
に

(
↓

直
喩
の
範
例

≦
δ
9
口
竃
o
o=
諾

O
舘

ピ
嘗
O
.
(海
の
よ
う
に
大
地
が
平
ら
に
広
が

っ
て
い

た
〉≦

δ

[
α
ξ
0
5
量

閾
〇
三
P

8
箒
o
昌
島
o
=

o
げ
o
巳

o
旨
d
霧

8
a
嵩
o
巨
ハ⑦
F

(獅

子

達
が
獲
物
を
分
か
ち
合
う
よ
う
に
、
恋
人
達
は
不
死
の
命
を
分
か
ち
合

っ
た
)
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国
3

。。
計

三

〇
巳

。。
Q
目
筈

"
。。息

日
9
口
o

ω
0
9
0
.
(墓

の
如

く

厳

か

な

れ

、

吾

が

魂

よ

)冒
げ

謹
鳶

碧

借
o
謹
碧
冨

⑦
P

乱

o
o
巨
o
即
o
げ
o
o
巨

⑦
ω
尋

.
(支

え

木

の
な

い
葡

萄

の
蔓

の
よ

う

に
、

私

は

成

長

し

た

の
だ

っ
た

)

q
目
器

oQ
o
o
冨
巳

o
げ
8
巳

昌
9
昌
"
昌
留

目
註

o
臼
o
閾
冒
日
⑦
・
(我

々

の
魂

は

花

の
よ

う

に
お

互

い

の
中

に
生
き

た

)

毛

δ

o
ぎ

ω
o
冨

§

昌

。。ら

言
げ

畠
9
・
(恰

も

亡

霊

の
よ

う

に

、

私

は

そ

こ

に
坐

っ

て

い
た

)

】)
o
冒

[
o
げ
o
昌
巨

巳
旨

惹

①
血
帥o
目
円
き

σ
o
昌
薗
目

国
臼
冨

9

0Q

(君

の
命

は

秋

の

日

の
葡

萄

の
房

の
よ

う

に
熟

し

た

)

同

様

に

三

〇

〇
9

ε
。・
閾
一
騨
N

(
神

の

閃

光

の

よ

う

に

)
、

乱

o
q
霧

団
旨

一目

oゆ
0
7
"
o
巨

(
立

坑

の

中

の
鉱

石

の

よ

う

に

)
、

三

〇

ユ
o
目
〉
亀
o
円

(
鷲

の
よ

う

に

)
、

&

o
島
o
団
日
8
巳

昌
〉
量

島
呂

(
ア

ル
カ

デ

ィ

ア

の
収

穫

の

よ
う

に
)
、

三

〇
畠
o
門

ω
8
3
0
0
『
自

(
星

辰

の
合

唱

の

よ
う

に

)
、
註

o
唱
目

コ

讐
o
目
。。
貯

巳
o

(プ

ラ
ト

ン

の
学

堂

の
周

り

の
よ

う

に
)
、

乱

o

o。
o
σ
o
o。
㊥
昌
o
同
ω
巨

昌

(曲

が

っ
た

鋼

鉄

の
よ

う

に
)
、
a

o
島
①

沖
O
眉
胃
色
甘
ず
㊥

国
9
日
暫
一

(優

し

い
故

郷

の
よ
う

に

)
、
乱

o

島
O

日
o
鼻

o
昌

巨

目
目

N

(
舞

踏

で
揺

れ

る
巻

き

毛

の

よ
う

に

)
、
乱

o

目

h
Po3
昌
o
巳

臼

[
o
§

(奏

で
る

リ

ラ

の
音

色

の
よ

う

に
〉
、

乱

o
島
⑦
N
器

昌
閾
冒
8
昌
巨

≦

昌
8
円

(冬

の
華

奢

な
花

の
よ
う

に

)
、

三

〇
ヨ

。。
o
げ
≦
9
0Q
o
昌
審

目
巨

津

。。
一〇
『

9
器

ピ
島
o

乱

o
o。
一

(
沈

黙

す

る

大

気

の

中

で

一
本

の

百

合

が

揺

れ

る

よ

う

に

)
、

乱

o

巳
o

雨
9

0
陣日

O
巳
巳

¢
O
o
切
ζ

o
o
屋

(海

の
底

の
真

珠

の
よ

う

に
)
、

乱

0
9
昌
げ
o
島

l

oq
臼

≦

巴
畠

(聖

な

る

森

の
よ

う

に
)

な

ど

無

数

に
使

用

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
意

味

で
ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
直
喩
を
と
り
わ
け
愛
好
す
る
詩
人
で
あ
る
。

(
2
)

付

加

形

容

詞

の

無

変

化

の

範
例

】≦
o
ぎ

U
∈
αq
o
昌
色

冒
『

国
ξ

。・
一昌
目

(
吾

が

青

春

の

楽

園

)
、

¢
言

寅

0
7
ぎ

亀

国
o
農
讐
ロ
日

(
微

笑

む

聖

地

V
、

】≦
o
ぢ

匠
ロ
島
切
o
馨

巨
甘
げ
国
o
旨

(私

の
喜

ば

し

い

幼

心

)
、

一訂

喜

目

巨

冨
o
ず

≦

o
器
口

(彼

女

の

天

上

的

な

本

性

)
、
目
o
ぎ

象

含

o。

oo
q
o
げ
o
昌

(
私

の
乏

し

い
努

力

)
、
o
巨

】百

目

昌
o
。。
=

o
畠

(
一
つ

の
素
朴

な

歌

)
、

冒

目
⑦
窪

o
げ
閾
ま

(
彼

女

の
愛

ら

し

い
姿

)
、
o
宣

Oq
α
誤

9

d
ゴ
o。
o
≦
嘗
自

(
一
つ
の
神

的

な

雷

雨

)
、

9
昌

げ
巨
訂

巳

く
讐
o
昌
目

O

(
花

咲
き

乱

れ

る
祖

国
)
、

o
冒

匡

畠
⑰
巳

O
o
日
葺

(
悩

め

る

心

)
、
o
ヨ

o。
9
。。鼠
o。
芝

鶴

。。o
門

(神

聖

な
水

)
、

9
昌

母
目
げ
0
9

0
げ

日
o
。。
旨

o。
切
≦
o
暮

(魔

法

の
合

三
口
葉

)
、
9
ロ

〈
o
円
O
α
9

い
き

自

(
荒
廃

し

た

土
地

)
、

o
置

。。
冒
O
o
巳

9

(沸

騰

す

る
油

)
、
o
ぎ

8
げ
o
巳

oo
o
巨
僧
9

q
o
鴇

(
荒

れ

狂

う

軍

馬

)
、

o
ぎ

。・
雷
鼻

o
巳

oo
o
犀
。。
お
o
h
信
巨

(
強

ま

る

自

己

感

情

)
、

m
9
昌

o。
α
邑

貯
『

O
o
島
o
冨

(
彼

の
神

々

し

い
詩

)
、
9
昌

δ

。。
島

o
ゴ

0
9
&
昌
困

(
お

い
し

い
飲

物

)
、

日
o
冨

巨

げ
o
亀
o
唱
δ
巳

冨

冨

昌

(私

の
無

意

味

な

生

活

)
、
2
、ロ

o
畠
9

<
o
涛

(
一
つ

の
高

貴

な

民

族

)
、

o
巨

匡
目
日
旨

。。o
げ

≧

巨
o
昌

(
天

上

的

な

予
感

)
、

9
昌

。。
一5
0
日

≦

α
涛
9

①
口

(
一
つ
の
銀

色

の
小

さ
な

雲

)
、

o
ヨ

琶

巳
o
。。
=

⑦
α
9

0
昌

(あ

る

拍

子

の

な

い
小

歌

)
、

o
ぢ

9
げ
oQ
o
h
巴

冨
昌

H
窪

げ

(
一
葉

の

落

葉

)
、

o
ぎ

畠
ロ
。・
8
円

90
0
7
≦
き

o
巳
冒
ユ

(陰

諺

な
白

鳥

の
歌

)
、

o
ヨ

。。
R9

匡
o
ゴ

ζ

毬

。
『
o
昌

(
臨

終

の
少

女

)
、

o
ぎ

邑

{
些

o
巳

ω
。
匡
。
臣

亀

(
一
切

を

司

る
運

命

)

な

ど

、

こ

れ

ま

た

無

数

に

出

て

来

る

。
た

だ

修

飾

さ

れ

る

名

詞

が

い
ず

れ
も

中

性

名

詞

で
あ

る

こ
と

は
、

注
意
を
要
す
る
。
但
し
目
o
冒
9
巳
貯
『
箒

巨
o『
(私
の
律
儀
な
師
匠
)
は
例
外
で
、
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竃
o尻
§

は
男
性
名
詞
。

(
3
)

〉
℃
o
否

召

(
語

末
音

消

失

)
と

ω
旨

否

U
o

(語

中

音

消

失

)

の
範

例

語

末

音

の
消

失

.は

隣

接

す

る

二

つ

の
単

語

に
お

い

て
、

先

行

す

る
単

語

の
語

尾

と

後

続

す

る
単

語

の
語

頭

が

共

に

母
音

の
場

合

、

先

行

す

る
単

語

の
語

尾

母

音

を

消

去

す

る

現

象

で
あ

る

。

(

)

の
中

の
母

音

が

消

去

さ

れ

た

母

音

だ

が

、

そ

の

大

半

は

(o
)

で
あ

る
。

な

お
和

訳

は
付

さ

な

い
。

一
〇
7

Qo
O
巨
一〇
h
(O
)
一目
目
O
昌
oQ
O
ロ

】円
窪

go
O
.、
】)
"

oo一自
円N
一
(O
)
一〇
げ

目
臥
一
畠
O
昌

≦

O
go
O
印く

0
∈
O
げ

昌
費

(O
)

⊆
昌
α

O
目

qQ
.、
U
一〇
〇q

一〇
目
5
(O
)

一〇
げ

口
昌
畠

冨

げ
(O
)

凶6
げ

く
O
昌

9
巨
、

団
H
O
目
日
日

一一
〇
げ
只

O
)

一
〇
げ

α
一〇
げ
・、

一)
一
〇

』
ロ
5
0q
O
ロ

ピ
O
O
貯
O
昌

σ
◎
α
〇
一
(
O
昌
)

一
昌
一

(
}O
一ら
oQ
O
謹
0ー
一貯
.、
一)
O
O
げ

ド
薗
昌
昌
一
(O
)

一〇
げ

O
口
O
げ

げ
O
切
gり
O
円
●、
∩
昌
自
O
巨

一〇
サ

詔
O
げ
昌
(O
)

一
〇
げ

一昌

α
一円
、̀
ω
O

犀
9ー
頃
ス
O
)

薗
∈
O
げ

一〇
げ

N
⊆
H
}肖
O
一
目
目
m
一●、
O

P

N
口
円
昌
一
(
0
)

一〇
7

謹
O
一昌
O
昌
畠
闇、

一q
昌
畠

oo
O
『
O
昌

h
"
げ
円
O

oQ
O
口
∈
oq

一〇
げ
(
O
)

一
〇
7

一昌

oo
一〇
円
げ
=
O
げ
O
H

ロ
昌
〈
O
円
ロ〇
一似
昌
O
一〇Q
O
円

日
一σ
げ
O
●、
】)
O
一昌

「
O
go一
〉
ロ
oq
唱
oo
R9

畠
ロ
昌

(
0
)

一〇
げ

隔σ
一〇
H
【F
、
一〇
ゴ

げ
O
昌
O
一ら
(0
)

O
∈
O
,
・、
一〇
7

≦
口
ゆ
只
O
)

O
oo

N
∈
<
O
円
噸、
ω
一国
口
口
O
昌
畠

oo
O
げ
(O
)

一6
げ

9

0
7

m
昌
●、
畠
暫
昌
昌

げ
0ー
円
(O
)

一〇
7

α
一〇
げ
・、
団
∈
O
,

陣
国
OQ
(O
)

一
〇
げ
・、
薫

m
OQ
一
(0
)

一〇
サ

ロ
一〇
一昌

ω
塑
含
δ
昌
go唱
一〇
一.、
喜

昌
o自
O
げ
(O
)

一〇
7

昌
一〇
冒
一〇り
●、
ω
O

oQ
一薗
口
げ
一(0
)

一〇
7

⑭
O
昌
goρ
、
7
言
昌

go匿
N

(o
二

9

。。邑

邑

9

戸
こ

)
m

≦
δ
印
只
O
)

O
H
巨
昌
・
閏
旺

oQ
粒
σ

一巨

目
鼠
H
口
目
畠

ooO
噌
口
O
只
O
)

巨

。。
■
な

ど

無

数

に

あ

る

。

但

し

語

末

音

消

失

に

比

し

て

、

語

中

音

消

失

は

そ

れ

ほ

ど

多

く

は

な

い

。

そ

の

若

干

を

例

示

す

る

。

U

唱

毛
一目
再
0
⑭
巴
一
凶昌

げ
O
自
(一)
Oq
O

[
一〇
げ
0

{
目

α
O
一P
、
甘
ゴ

島

O
昌
O

巳

O
サ
一
国
津
(O
)
1

冨
目

・、
〈
O
ロ

一ロ
,
(一)
oQ
O
H
薫

0
一α
●、
目
監
一
『
O
匿
(一)
oQ
O
目
}
ピ
δ

F
、
α
9
00
9
昌
6
円
ω
O
O
一〇
〇Q
(0
)
-

昌
曽
oq
O
ρ
、
目
」
一
一僧
∈
只
O
)
器

目
日
(
暮

昌
・、
Qo
O
犀
(0
)
昌
0
昌
目
磐

昌
O
昌
●、
H
昂
0
7
「匿
日
0
昌
畠
O
H
go
O
一雫

(0
)
昌
①
5

0

口
O
・、
畠
O
円

ゴ
O
口
(一)
oQ
O
昌

d
ヨ

O
胃
●、
<
O
昌

N
薗
亘
σ
(O
)ユ
ooO
げ
O
H
『
一6
げ
O
・、
a

O

N
O
目
只
一
)
oq
O

ω
O
げ
昌
oo唱
0
7
戸
、
O
H
げ
匿
げ
(O
)
昌
O

目
◎
⇔
胃
8
「
・、
謹
O
昌
昌

N
唱

σ
国
∈
(0
)
昌

陶
目
雪

1

¢Q
O
昌

α
一〇

一肖
凶昌
ピ
日
=
gり
0
7
0
昌
・、
日

一
一
畠
⑦
H
唱
円
9-
O
げ
只

一)
Oq
O
昌

(
}暫
HO
昌
昌
O
、

σ
O
一
α
0
昌

ロ
見
掃

住
婁

(一
)oq
O
目
＼
畠
一〇

匹
δ
昌

7
0
口
(一
)
oq
O
昌

目
団
6
讐
O
円●、
一昌

畠
営

目
(O
)
ユ
oQ
O
目
ド
ロ
ミ

9
0

(
冒

昌
oり
一
α
O
円
出
O
O
げ
0
}

匿
げ
(O
)
昌
O
Hく

9
0

0q
O
{
巴
h
(一)
oq
O
聞
自
一冨
ら、
畠
O
昌

百

島

(一Y

oQ
O
目

目
薗
oQ
●、
旨

日
a

oQ
(0
)
ユ
ooO
ゴ
O
唄く

】)
O
目

a
O
げ
只
0
)
臥
oo
O
7
0
唄く

9
昌

N
ロ
ま

O
住
(O
)
昌
0
円

内
昌
9
げ
⑦
・、
O
一昌

O
α
(O
と
O
円
コ

一〇
一.、
oo
O
一昌

㈹
(O
)
円
薗
匹
O
円

(
}曽
昌
oQ
、
曽
∈
h
N
O
『
9
0
兵
O
)
口
O
昌

≦

O
oQ
O
昌
・、
畠
O
円
0
謹

(一)
oq
o
ヨ

o
α
o
な

ど

。

(
4
)

統

語

法

(語
順

)

の
意

図

的

な

無
視

匡

昌
窃

N
ロ
。。
o
巨

巨

P
≧

冨
日
し

9
。。
一。。
一
F
o
げ
o
昌
畠
o
H
O
o
爵

9
ρ

(森

羅
万

象

と

一

体

で

あ

る

こ
と

、

そ

れ

は

神

の
生

命

で
あ

る

)
。

こ

れ

は

通

常

の

ド

イ

ツ
文

法

で

は
、

目
騨

≧

げ
日

o
ヨ
o
。。
N
唱
。。o
ぎ
と

な

る

べ
き

と

こ

ろ

で
あ

る
。

ω
O
唱
轄

ロ
α
器

}巨

ざ
げ
9

目

昌
O
O
げ
日
O
ぎ
O
目

=
き

ω
O
乱

O
α
O
円
ロ
目
・
(溜

息

な

が

ら

に

私

は

そ

れ

か

ら

ま

た

我

家

へ
と

帰

っ
た

)
。

こ

れ

は

倒

置

と

語

尾

母

音

消

滅

と
語

順

の
転

倒

と

が
混

合

し

て

い
る

。

正

置

法

で

は
ざ
げ
貯
緯
巨
o
。。窪

欝
o
巳

畠
ロ
目

乱

巳

o
円
昌
8
ゴ
目
o
ぎ

目

国
碧

・。o
ロ
目
・
と

な

る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

聞
貯

・・9
0
げ
o
ぎ

ω
o
げ
o
置
o
昌
げ
魯

貯
ゴ
器

ぎ
o
歪

ぎ

目
貯

(
そ

ん

な

別

れ

に
耐

え
る
力
は
私
に
は
な

い
)
。
こ
れ
も
倒
置
で
、
語
尾
母
音
消
滅
も
付
随
す
る
。
正

置

で

は
冒
7
げ
魯

o
ヨ
円
。。
9
0
げ
o
ぢ

oo
o
げ
o
崔
o
昌
寄

匿
o
鍾

ぎ

日
胃
.
と

な

る
だ

ろ

・
つ

。
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ω
o
一犀

Oo
昌
日

o
耳

9
薯

く
自

α
o
昌

Go
δ

日

o
昌

亀
o
。・
竃

O
円
0⇔
o
霧

巴
o
ゴ

p
ロ
。。
.

(彼

の

顔

は

朝

の
星

辰

を

見

上

げ

て

晴

々

と

な

っ
た

)
。

初

歩

文

法

で

は

再

帰

代

名

詞

の

。・言
『
は
く
9

α
o
昌
ω
δ
目
8

の
前

に
置

く

の
が

正

し

い
。

ζ

o
ヨ

国
o
口

巨

ら
o
ロ
≦

o
巨
oq
o
寂
巨

o。
自

N
⊆
〈
o
目
.
(私

の
胸

は

快

い
も

の

で
満

ち

溢

れ

て

い
た

∀
。

こ
れ

も

目

く
o
=
が
亀
o
ψ
≦

◎
巨
oq
o
叡

日
o⇔
o
昌
の
前

に
来

る

の
が

通

常

で
あ

る

。

蜜

目

冨

器

塵
8

サ
窪

0
5
目

冨
げ
o
昌
巨

血
①
ユ

虫
臥
o。
o
昌
N
魯

.
(
人

は

だ

が

今

の
時

代

に
も

生
き

て

行

か
ね

ば

な

ら

な

い
だ

ろ
う

)
。

通
常

で

は
ヨ

畠
臼

』
9
臥
o。
8

N
㊦
障

を

N
巳

o
σ
8

の
前

に

置

く

。

♂
<
δ

ぼ

。・
9

≦
o
お
8

血
臼

日
唱
津

ロ
一9

0
ぎ
o
=

=
①
{
δ
oq
戸

ロo

円o
堕
o
魯
9

ヨ

。・
o
ヨ
o
日

団
冨
日
o
口
8
"
冨

畠
魯

自

一N
9

ド
①
口
O
o
昌
目
鼠
臼
日
o
昌
く
o
昌
岸
『
目
ρ①
冒

≦

0
。。
O
p

(風

が

凪

ぎ

つ

つ
あ

る

中

で

一
本

の
百

合

が

揺

れ

る

よ

う

に

、
彼

女

を

う

っ
と

り

と

夢

見

な
が

ら
・、
私

の
本

性

は

活

発

に
揺

れ

動

い
た

)
。

主

語

の
日

9
昌

≦

o
。。
o
昌
が

文

末

に

置

か

れ

て

い

る
が

、

こ

れ

は

本

来

主

文

の
四

番

目

に
来

る

べ
き

で
あ

る

。

≦

⑳
目

一巨

艮

富

腎

o
o
匿

く
8

0。
一〇
〇
匡
一〇
匿
。。
色
P

(も

し

君

達

が
幸

福

で
あ

る

こ

と

に

つ

い
て

私

に
話

す

の

で
あ

れ

ば

)

こ

れ

は

通

常

な

ら
≦
窪

昌

一耳

巨

円
9

<
o
昌

ロ腎

8

ゴ
計
oq
冒
O
臣

9

N目

。・O
ぎ
と

な

る
。

∈
巳

≦
⑦
巳

o。
・・
8
昌
く
自

o
唱
器
円
ω
o
冒
僧
巳

o
。・
器

N
唱
器
9
0
昌
●
(
少

な

く

と

も

君

達

の

恥

辱

か

ら

彼

ら

を

救

う

た

め

に

)

は

本

来

な

ら

、
`
日

匹
o
≦
o
巳
o⇔
。。
8
ロ
…

と

書

く

べ
き

だ

ろ
う

。

o励
o
≦
貯
9

昌
≦
畔

O
畔

ロ
9。
oq
8

曽
畠
ら

毛
胃

審

。。
匿
9

窪

旨
目

99
目
　
9

9
亀

団
巳
8

●

(地

上

を

掃

き

清

め

る

た

め

に

、

我

々
は

存

在

す

る

の
だ

、

と

我

々
は

君

に
言

う

だ

ろ
う

)
。

こ

れ

も

最

後

の
餌
亀

国
a

o
昌
は

不
定

詞

2

旨
目

警

日
o
昌
の
前

に

置

く

の

が
普

通

だ

。

O
p
。。
一。。
一
ら
o
目
冒

げ
o
oq
ユ
律

く
o
コ

◎
=
o
目
"
≦
舘

ぢ

。・
o
葺

o
鼻

o
昌
血
円9

N
窪

畠
o
昌

竃

誘

8
ユ
o
昌

島
⑳
≦

o
厨
o
目
目

。。
o
円温
巨

o
P

(
こ

れ

こ

そ

、

恐

ろ

し
く

も

魅

惑

的

な

神

秘

の

中

で
賢

者

達

が

我

々

に

語

っ
て

く

れ

る
も

の
す

べ

て

の
典

型

な

の
だ

)
。

関

係

代

名

詞

に

導

か

れ

る

副

文

で
は

、

毛
器

∈
霧

島
o
≦

o
厨
窪

と

す

る

の
が

普

通

。oo
o
『
露

自
o
ロ
O
o
匡
。。
島
o
け

巳
o
建

(
お

金

を

恥

ず

る

な

か

れ

)

は
島
9

と

畠
o
。・

Q
o匡
。。を
入
れ
替
え
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

以
上
通
常

の
統
語
法
と
異
な
る
文
が
続
出
す
る
が
、
こ
れ
も

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の

文
章
に
顕
著
な
特
性
で
あ
る
。

(
5
)
ザ

ク

セ

ン

ニ
格

の

多

用

ザ

ク

セ

ン

ニ
格

と

言

う

の

は

名

詞

の
修

飾

法

の

一
つ

で
、

例

え

ば

「
森

の
鹿

」

は
畠
①
H
臣

窃
O
冒
ら
o
。。
≦

"
匡

o
。。

(葺
⑳
α
0
臼

ヨ

葺
o
鳳げ
【窃

S
Φ
0
0
蔑

匹
8

。。
一"
鳳げ
器
一)

が

普

通

だ

が

、

後

置

の

名

詞

句

を

前

に
出

し

て
、
匹
o
。。
≦

包
窪
o
。・
霞

旨
o
冒
と
す

る

方

法

で
あ

る

。

そ

の
点

で

日
本

語

と

同

じ

語

順

で

で
あ

る

。

こ

れ

は

日

常

生

活

で

使

わ

れ

る

こ

と

は

少

な

く

て
、

高

尚

な

文

章

語

、

特

に
詩

歌

に
お

い
て

頻

繁

に
使

用

さ

れ

る

。

そ

の

意

味

で
は

ヘ
ル
ダ

リ

ー

ン
に

特
有

の
措

辞

で

は

な

い
が

、
彼

の

場

合

は

特

に
多

い
。

O
o
円
目
`
o。
o
巳

ω
一〇
〇q
o
。。
一房

一

(美

徳

の
勝

利

の

喜

び

)
、

亀
禽

冒

鵬
昌

α

冒
2

畠
o
。。
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国
o
。・
o
巳
団
o
署

(青

春

の
妙

な

る

薔
薇

色

の
光

)
、

亀
自

皆

置
o
<
o
梶
o
旨
巨

(静

寂

の

予

感

)
、

α
魯

ω
o
o
一〇

ω
巴
8
口
。。
且
o
一

(魂

の
弦

楽

奏

)
、

O
①
ω
国
冒

目
o
一
。。
ω
9

0
昌
o

(
天

上

の
美

)
、

α
2

=
o
穿

毒

oQ
ピ
昌
鴇

ロ
包

ω
o
置
日
o
昌

(希

望

の
喜

び

と

痛

み

)
、

O
o
。。
=
o
昌
o
霧

。。
邑
器

毛

巳

o

(心

の
静

か

な

波

)
、
畠
$

冨

げ
o
昌
ω
曾

巳
臨
窪

♂
<
o
σq
o

(
人

生

の
暗

い
波

涛

)
、
目
9
昌
賃

ω
0
9
0
寓

巴

(吾

が

魂

の

五

月

)
、

畠
自

屋

昌
自

o
旨

。・ニ
ロ
o
目
"
σ。
o

(
幼

時

の
平

穏

な

日

々
)
、
侮
⑳
。。
9
房

僧
ヨ
o
口

切
寓
oq
o
ω
=
窪

固
一

(寂

し

い
山

の
頂

き

)
、

畠
8

聞
巳

9

δ
2

日
。。
匡
夢

o
目
畠
o
≦

首
匡

(
果
樹

の
花

咲

く

梢

)
、

O
o
。。
[
o
げ
o
目

≧

日
三

(
生

活

の
貧

し

さ
)
、
目
o
巨
o
ロ
冨

げ
o
昌
ω
冨
R
o。
o
昌

(吾

が

人

生

の
朝

)
、
日

o
ヨ

8

=
o
旨
o
目
ロ
>
m
覧

(
吾

が

心

の
避

難

所

)
、

O
o
円
ω
9

α
口
冒
o
淳

N
≦
9
8

目
o
o
巨
臼

(美

の
次

女

)
、

O
o
。。
ピ
o
げ
o
自

毛

9
目

(生

命

の

葡

萄

酒

)
、
α
o
目

=

o
げ
o
m農

臼

=
窪

o
サ

(愛

の

甘

い
息

吹

)
、

亀
o
ω
田

o
O
o
自

oq
2
身

o
ぎ

巨

(
平

和

の
金

色

の
果

実

)
、
日
o
ヨ
⑦
。。
冨

冨

房

=

o
亀

(
吾

が

人

生

の
歌

)
、
ユ
o
円
冒

oQ
o
a

oq
o
置
目
o
目
鼠
ロ
日
o

(青

春

の

黄

金

の
夢

)

な

ど

無

数

に

出

て
来

る

。

(
6
)

仮
主

語

Φ
ω

の
多

用

団
。。
a
巨
o
昌

ユ
目
oq
。。
島
o
毛

匿
ロ
2

唱
邑

国
盈
o。
9

昌
8
巨

(周

囲

で
森

や

丘

が

こ
だ

ま

し

た

)
。

国
。。

ロ
且

9

一
〇
ぢ

貯
口
げ
昌
0
。。

ω
且

0
=

昌

島

0
ω
0
円
N
9

一
日

悼

O
=
o
昌

ω
8
3

犀
o
『
o
昌
O
島

日

似o
匡

o。
o

ω
o
げ
8
冨

巴
・
(
こ

の
時

代

強

力

な

運
命

が

全

て

の
人

間

を

翻

弄

し

た
)
。

国
。。
8
げ
≦
言
α
o
P

o
m
h
邑

o
昌
島
巴

o
崔
魯

§

=

o
冨
o
冒
o
昌
げ
匡
昌
-

島

お

。。
ぐ
o
昌
o
冨
o
円
ω
言
巳

o

N
ロ
【
き

α
彗

●
(消

え

て
行

く

、

落

ち

て

ゆ

く

、

悩

め

る

人

々
は
盲

目
的

に
時

か

ら

時

へ
と

)
。

国
巴

o
げ
①
ロ
島
o
ω
8
昏

野

サ
σ
昌
ぐ
o
昌

ピ
o
巨

昌
巳

〉
§

客

(
死
す

べ

き

人

間

達

は

報

酬

と

仕

事

で

生
き

て

い
る

)
。
団
の
看

o
房

α
自
9

出
管

畠
o

畠
o
円
寓

魯

ロ
o
げ
o
目

鋤
臣

一昌

a
o
閨
巳
o
巨

巳
9

ρ

(
人

間

の
手

だ

け

で

は

、

果

実

は

育

た

な

か

っ
た

)
。

国
。。
冨
信
o
巨
9

盈
げ
臼

け
鴇
o
目

切
o
亀
魯

。。9

03
昌
o
円

畠
o
目

巴
9

9
0
口
=
自

昌

。・
o
ぎ

距

目
巨

♀

(
確

固
た

る
基

盤

の
上

に

、

確

か

な

男

の

上

に

天

は

よ

り

美

し

く

輝

く

)
。

団
ω
8

『
o
置
9

侶
巳

貯
o
冒
巨

目

畠
一円
9
0

ω
o
o
一〇

」
o
畠
o
昌
目
僧
oq
・

(魂

は

日

々
別

れ

を

告

げ

、

君

の
も

と

へ
帰

り

行

く

)
。
団
m
≦
o
一目

∈
目

島
9

9

ω
〉
目
oq
o
・
(眼

は

君

の
た

め

に

泣

く

)
。

雰

げ
9

一
書

ω
亀
o
口
毛

o
置
o
昌

岸

冨

げ
ぎ

7
切
ま

・
(波

間

か

ら

彼

女

の
愛

ら

し

い
姿

が

漂

い
出

る
)
。
国
。。
m
聾

oq
o
目

畠
δ

男
ユ
0
ω
8
目

畠
0
の
岡
且
O
畠
0
口
oり

畠
O
H
ロ

匡
O
げ
O
昌
住
O
昌

<
O
一犀

⊆
目
q

ω9

昌
0
目
日
(
δ
昌
一ロ
oり

≦

o
自

o
oq
o
の
雪

oq
.
(
平

和

の
牧

師

達

が

愛

す

る

国

民

と

そ

の
守

護

神

に
歓

喜

の

歌

を

歌

う

)
。

国
・。
訂

げ
o
昌

島
o
切
0
8
目
畠
9
昌

国
o
円
N
㈹
o
営
巳

o
目
:

(使

者

達

が

汝

の
心

を

見

つ
け

た

)
。

国
ω
a
目
o
昌

N
∈
目

∪
翼

冒
o
ロ

a
o
臣

・。巨

『

爵

G
(お

礼

に
水

晶

が

君

の
た

め

に

明

る

い
音

色

を

た

て

る

)
q
U
o
目

o
ω
≦
聾

9

0
巨

0
2
P
ヨ

∈
蕊

・

(
一
つ

の
神

が

私

達

を

支

配

な

さ

っ

て

い

る

の
だ

か

ら

)
。

団
。・
o
同
≦
m
目

δ
R
o
ぎ

=
o
昌

ヨ

∈
目

.
(
私

達

の

中

に
暖

か

な

心

が

あ

る

)
。

団
ロ

ξ
警

o

亀
⑦
円

㈹
ロ
8

0
0
。。
o
け
日
8

閃
昌
o
o
E

目
目
禽

巳
o
寓

ぐ
o
円δ
器
目
鵬
o
o。
目

oq
o
P

(良

い
趣

味

は

ま

だ

失

し

な

わ

れ

て

し
ま

っ
て
は

い
な

い
だ

ろ
う

)
。
国
。。
δ
げ
8

巳
o
巨

ρ

≦
o
目

o
ω
巳
o
巨

冒
o
鵠

o
・
(
希

望

せ

ず

し

て
、

生

き

る

も

の
は

何

も
存

在

し

な

い
)
。

団
の
oq
o
げ
葺
位
9
.

窪

9

≦
o
巨

9
昌
o
月
。。
言
冒
麟
亀

oq
o
匹
壁

.
(
一
人

の
男

が

自

ら

啓

発

さ

れ

た

よ
う

な

顔

付

き

を

し

た

)
。

国
ω
。。9

0
監
o
昌
目

住
寄

訂

o
巳

巳

=
o
罠
魯

a
o
>
ロ
o
目

.
(血

管

は

心

臓

で
分

か

れ

、
心

臓

に
帰

る

の
だ

)
。

団
ω
昌
9
0q
臼

a
o
≦

鉱
の
o
昌
o
津

僧
日

団
昌
畠
o

冒

ω
9

α
旨
o
ヨ

。。一〇
冒
・
(賢

者

達

は

最

後

は

よ

く

美

に
傾

倒

す

る

)
。
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(7
)
枠
構
造
の
逸
脱

枠
構
造

(国
聾
ヨ
9
9
ロ
)
と
は
ド
イ

ツ
語
統
語
法

に
お
け
る
最
も
重
要
な
規

則
で
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
は
な

い
ド
イ
ツ
語
特
有

の
文
法
法
則
で
あ
る
。
例

え
ば
未
来
形
な
ら
、
動
詞
の
不
定
形
を

文
章
の
最
後
に
置
き
、
完
了
形
や
受
動
態

で
は
、
過
去
分
詞
を
文
末
に
置
き
、
分
離
動
詞
の
場
合
は
現
在
、
過
去
、
命
令

に

お
い
て
分
離
前
綴
り
を
文
末
に
置
く
。
さ
ら
に
従
属
接
続
詞
に
導
か
れ
る
副
文
で

は
、
定
形
動
詞
を
文
末
に
置
く
と
い
う

規
則
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
語
順
の
変
更

と
も
重
複
す
る
。

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
こ

の
枠
構
造
の
規
則
を
し
ば
し
ば
意
図
的
に

無
視
す
る
。
そ
の
範
例
を
以
下
に
呈
示
す
る
。

ω
9

ρ
ら
o
噸
。。
9

9
9

》
α
僧
ゆ
㊥
。。
』
〇
一N
再
巳
o
冒
け
げ
g
。。o
【
N目
oq
o
巨

∈
目
臼

α
o昌

】≦
o昌
㎝9
0
P

(ひ
と
び
と
の
間
が
今
う
ま
く
行
か
な
い
の
は
、
残
念
な
限
り
だ
)
。

動
詞
N楯
9
9
は
副
文

の
文
末
に
置
く

の
が
鉄
則
。

壽

目

ら
ロ
げ
㊥
㈹
o
曽

o
巽

目
#

畠
o
ヨ
舘

い
冨
げ
o
⊆
昌
O

≦

①
房
け
o
ド

α
臼

臣

o
『
P

o
畠
臼

≦
o
a

P

乱

Φ
畠
三

(
お

前

が
愛

情

と

知

恵

を

も

っ
て

出
会

う

者

は

、

逃

げ

去

る

か
、

そ

れ

と

も

お
前

の
よ

う

に
な

る

べ
き

だ

)
。

毛

o
目

は

不

定

関

係

代

名

詞

だ

か

ら

、

定

動

詞
冨

oq
o
oq
昌
⑦
里
は

副

文

の
最

後

に
来

る

の
が

原

則

で
あ

る

。

N
ロ

畠
8

ω
8
ヨ

8

げ
9、舜

ざ
げ

α
貸
巨

臣

9

8

目
α
oq
8

目
凶併
目
o
冒
臼

ω
島

oq
寄

F

(私

は

至

福

の
気

持

ち

の
ま

ま

星

の
彼

方

へ
逃

げ

て

行
き

た

か

っ
た

の
に

)
。

こ

れ

は
臣

魯

o
昌
目
α
oq
o
昌
を

文

末

に
置

く

べ
き

だ

。

∪
9

と

O
巳

朝
自

O
げ
8

帥
∈
赫
O
oq
き

oq
O
昌

O
げ
震

ロ
9

自
自

一〇
旨

団
習

目
O
P

(
月

が

ち

ょ
う

ど
暗

い
樹
陰

の
上

に
昇

っ
た

V
。

こ

れ

ま

た

過

去

分

詞

窪

骨
o
o。
き

o。
8

は
文

末

に
置

く

べ
き

で
あ

る

。

∪
巴

α
口
9
0
げ
臼
匡
9

0
。・一
旨
円
巳

o
げ
一

(僕

の
た

め

に

自

愛

し

て
く

れ

た
ま

え

)
。

接
続
法
二
式
§

昌
o。。↓は
文
末
に
来
る
の
が
普
通
。

≦

貯

・。ヨ
ら
o
目
唱
o
お
o
≦
8

げ
。。
0
5
魯
σ
臼

9
0
]≦

9

α
o
。。
犀

σ
o
目

◎
(我

々
は

生

の

半

ば

を

過

ぎ

た

の
だ

)
。

過

去

分

詞
o
目
唱
自
o。
①
≦
8

冨

o
昌
は

文

末

に
置

く

べ
き

で

、

以

下

の

八

例

(
下
線

)

も

同
様

で
あ

る
。

ぽ
冒
≦
自

目

露

o
註

諺
。。
o
昌
き

。。
畠
o
「
ω
9
崔
冨
●
(僕

は
あ

ま

り

に
も

早

く

学

校

か
ら
追

い
出
さ
れ
た
)
。

　9

≦

自

昌
o
o
け

巳

o
巨

oq
o
N
⇔
o
,
二
〇q
9

<
o
輝

9

0
日

O
ユ
目
o
目
留

o。
o
目
・

(僕

は

ま

だ

ど

の
気

塞

な

人

か

ら

も

懲

ら

し

め
を

受

け

て
な

か

っ
た

)
。

U
O
巨

巨

昌
O
ヨ

窪

h
畠
O
昌

日
ヨ

O
冒

。。
宅
碧

一9

0q
O
oq
昌

舳
窪

ぎ

¢
一
諺

⇔
B
O
「

口
諺

o
置
旦
自
'
(
あ

の

ツ

モ

ル

ス

の
中

へ
と

私

は
独

り

無

邪

気

な

気

持

ち

で

出

か

け

た

の
だ

っ
た

)
。

≦

冨

o
ぎ

O
o
舜

げ
葺

言
,

oq
菩

o
目
。。o
寓

9
げ
臼

旨
昌
・
(神

の
よ

う

に
私

は

彼

を

支

配

し

て

い
た

)
。

∪
舘

冒
碧

目
8

0
げ
Ω
日
N
唱
目

日
o
器
昌
oq
o
日
岱
o
巨

く
o
「
目

畠
o
ヨ

●
(
こ
れ

ゆ
え

に

他

人

の
前

で
愚

者

と

さ

れ

た

人

々
も

い
た

)
。

U
窃

冨

窃

o
o
津

色
0
9

0
巨

0
2
陶
ヨ
=

琶

p
9

葺

oq
o
冒

o
巨

く
禽

竃

o
昌
。。9

8

・

(
こ

れ

ゆ

え

に

最

も

高

貴

な

人

さ

え

し

ば

し

ば

群

衆

の

前

で

嘲

笑

の
的

と

な

っ

た

)
。

∪
ロ
冨

。。一
α
o
ロ
ω
5
σ
㈹
o
σ
uo
o
げ
o
昌
自
げ
臼

巨

o
『

(
君

は
僕

を

弾

劾

し

た

)
。

冒
置
げ
魯

o
一き

oq
o
o。
o
≦
増
8
け
窪

馬
。。9
9

0
蜀
o
。。
臼
9
け

(私

は

久

し

く

こ
う

し
た

祝

祭

の
時

を

待

っ
た

)
。
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Z
目
昌
巳
oげ
昌
け
け
巳
受

。。
巳
音

釦且
ピ
日

一話
9
目
僧
o巨
.
(真
夜
中
に
私
を
駆
り

立
て
る
も
の
は
最
早
何
も
な
か
っ
た
)
。
こ
の
文
章
で
は
分
離
動
詞
窪
穿

ぎ
o
昌
の

前

綴

り
薗
珪

が
文

末

に
く

る

べ
き

だ

。

次

も

同

じ

く

N
ロ
a

畠

を

文

末

に
置

く

べ
き

で
あ

る

。

冒
げ

一
霧

。。
o
o
ぎ

o
o。
喝
目

N
ロ
a
o
貯
碧

h
国
a
o
戸

(僕

は

地

上

に

一
つ

の
足

跡

を

残

す

)
。

O
島

三

円
oq
o
げ
自
o
昌

≦
o
巳

o
口

旨

門
蜜

9

房
曽
9

¢
三

二

冨
げ
8

0
一昌

=

o
ぽ
。。
矯

oq
冨
呂

呂

目

。。
=

o
巨
。。
噛
昌
巳

§

一8
昌
律

=

o
巨
。。と

目

目
瞳

9

薗
密

臼

oq
9

9

ヨ
ロ
2
8
耳
。。
・
(私
達
は
無
の
た
め
に
生
ま
れ
、
無
を
愛
し
、
無
を
信
じ
、
無
の
た

め
に
働
き
、
や
が
て
無
に
帰
す
る
こ
と
を
)。

こ
こ
で
は
枠
構
造
は
も
と
よ
り
語

順
も
す
べ
て
文
法
的
規
則
か
ら
は
ず
れ

て
い
る
。

以
上
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
文
体
的
特
長
を
観
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は

一
体
何

を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

=
言
で
言
え
ば
、
こ
の
変
則
文

こ
そ
彼
の
文
体
で
あ

り
、
彼
の
文
章
の
真
髄
で
あ
る
。
上
記

の
文
法
的
逸
脱
は
全
て
彼
の
音
楽
的
な
詩

人
と
し
て
の
生
理
、
脈
拍
と
呼
吸
、
す

な
わ
ち
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
基
づ
く
。

す
べ
て
が
只
管
韻
律
の
た
め
で
あ
り
、
徹
頭
徹
尾
韻
律
的
な
効
果
の
た
め
で
あ
る
。

彼
の
文
章
は
あ
く
ま
で
韻
文
で
あ
り
、
決
し
て
通
例
の
散
文
で
は
な

い
。
彼
は
野

卑
な
言
葉
や
俗
語
を
嫌
悪
し
、
月
並

み
な
表
現
を
極
力
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
そ

の
唯

一
の
完
成
さ
れ
た
小
説
で
あ
る

『ヒ

ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
も
未
完
の
戯
曲

『
エ

ン
ペ
ド
ク
レ
ス
の
死
』
も
徹
底
し
て
韻
文

で
あ
り
、
あ
り
き
た
り
な
散
文
で
は
決

し
て
な

い
。
そ
の
ド
イ
ツ
語
の
朗
読
を
聞
け
ば
、

一
聞
瞭
然
、
誰
に
も
そ
の
韻
律

の
美
し
さ
を
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
使
用
す
る
語
彙
は
決
し
て

多
く
な

い
。
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

・
ツ
ヴ

ァ
イ
ク
は
、
シ
ラ
ー
の
十
分
の

一
、
ゲ
ー
テ

の
百
分
の

一
の
語
彙
数
だ
と
推
測
す
る
が
、
そ
れ
は
誇
張
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
ち

な
み
に
世
界
的
な
文
学
者
の
中
で
、
使
用
語
彙
数
の
最
も
多

い
の
は
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ

ア
の
約
二
万
四
千
語
で
、
ゲ
ー
テ
は
約
二
万
語
、
ホ
メ
ー
旦
ス
は
約
九
千
語
、

吾
が
国
の
源
氏
物
語
が
約

一
万
四
千
七
百
、
万
葉
集
が
約
七
千
四
百
語
と
見
積
も

ら
れ
て
い
る
。

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
と
同
世
代

の
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
ノ
ヴ

ァ
ー
リ
ス
の

代
表
作

『
ハ
イ
ン
リ
ヒ

・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
の
使
用
総
語
彙
数
が
約
四
千

二
百
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
る
と
、
『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』
も
ほ
ぼ
同
程
度
で

は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
作
品
の
出
来
栄
え
、
そ
の
良
し
悪
し
は
必
ず
し
も
語
彙

数
に
は
よ
ら
な
い
の
は
、
自
明
の
理
で
あ
ろ
う
。

詩
人
が
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
多
用
す
る
語
彙
や
成
句
に
は
、
詩
人
の

精
神
性
や
内
面
性
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば

『ヒ

ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
』

に
は
O
o
ロ

(神
)
、
出
巨
目
9

(天
上
)、
o。
o
ぼ
o寄
巴

(運
命
)、

出
o穿

茸
oq
(希
望
)
、
目
轟
g
巳

(夢
)
と
い
っ
た
名
詞
や
o。
α臣

9

(神
々
し
い
)、

ゴ
o旨
oq
(神
聖
な
)、
喜
目
巳
房
o
げ

(天
上
的
な
)、
Q
&
o。

(永
遠
の
)、
。。昌
oq

(至

福
の
)
な
ど
の
形
容
詞
が
頻
出
す
る
。
こ
れ
は
詩
人
の
神

へ
の
憧
憬
、
人
生

へ
の

希
望
、
現
世
の
至
福

へ
の
願
い
を
表
明
す
る
が
、
一
方
で
彼
自
身
の
現
実
の
孤
独
、

現
世
の
不
幸
、
暗

い
運
命
を
予
感
さ
せ
る
。
彼
の
精
神
は
確
か
に
天
上
的
で
、
神

聖
で
、
永
遠

の
清
ら
か
さ
を
湛
え
て
い
る
が
、
現
実
は
孤
独
で
、
不
幸
で
、
苛
酷

な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
て
、

つ
い
に
狂
気
の
闇
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
詩
人

の
高
貴
な
魂
に
は
孤
高
の
誇
り
と
過
剰
な

モ
ラ
ル
、
過
敏
な
良
心
が
潜
在
し
、
そ

れ
が
野
蛮
な
現
実
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
モ
ラ
ル

(徳
性
)
に
つ
い
て
言
及
す
れ
ば
、
彼
は
幼

時
よ
り
恐
ろ
し
く
自
意
識
が
強
く
、
そ

の
良
心
は
過
敏
だ

っ
た
。
十
五
歳
で
書
い

た
詩

『夜
」
に
は
、
「徳
の
み
を
愛
す

る
者
は
、
影

の
世
界
に
逃
れ
る
」
と
書
き
、

師

へ
の
感
謝
の
中
で
、
「勤
勉
と
行
為

を
尊
び
、
永
遠
に
徳
を
崇
め
て
行
く
」
と

誓
い
、
友
人
に

「君
は
徳
性
が
花
ひ
ら
く
の
を
見
る
た
び
に
…
」
と
記
す
。
彼
の

若
き
日
の
詩
に
は
、
「悪
徳
の
不
敵
な
舌
」
「
良
心
の
恐
怖
の
悔

い
」
「た
だ
徳
と

友
情
だ
け
が
」
『
正
義
よ
、
け
だ
か

い
神

の
娘
よ
」
「王
者

の
よ
う
な
道
徳
の
花
」

「
ハ
ゲ
タ
カ
の
眼
差
し
を
し
た
傲
慢
」

「道
徳

の
誇
ら
し
き
旗
」
「獅
子
に
も
比
す

べ
き
徳
の
力
」
「心

の
高
潔
さ
」
と

い
っ
た
文
言
が
頻
見
す
る
。
彼
の
心
性
に
は

明
ら
か
に
強

い
正
義
感
と
潔
癖
さ
が
あ
る
。
そ
れ
を
自
ら
詩
の
中
に
、
「善
を
敬

う
者
は
身
を
そ
こ
な
う
こ
と
は
な
く
、
彼
は
お
の
れ
を
高
く
持
し
、
人
間
生
活
を

む
だ
に
生
き
は
し
な
い
」
と
表
明
す
る
。
筆
者
は
こ
こ
で
改
め
て

「文
は
人
な
り
」

と
い
う
格
言
を
想
起
す
る
。
こ
れ
は
決

し
て
単
な
る
言
葉
の
あ
や
で
は
な
い
。
文

体
は
す
ぐ
れ
て
そ
の
人
柄
の
反
映
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
文
体

は
彼
自
身
の
人
格
を
見
事
に
表
出
し
て

い
る
。
モ
ラ
ル
の
欠
如
す
る
者
に
あ

の
よ

う
な
文
章
が
書
け
る
筈
が
な

い
。
敢
え

て
こ
こ
で
断
言
す
れ
ば
、
文
体
と
モ
ラ
ル

は
表
裏

一
体
で
あ
る
。

ヘ
ル
ダ
リ
ー

ン
が
、
リ
ズ
ム
が
全
て
で
あ
り
、
人
間
の
運

命
全
体
が
天
上
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
見

な
し
た
の
も
、
彼
の
体
質
で
あ
り
、
生
理

で
あ
り
、
そ
の
モ
ラ
ル
の
顕
現
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
詩

文
は
精
選
さ
れ
た
言
葉
を
使

い
、
醇
乎
た

る
音
調
、
す
な
わ
ち
そ
の
リ
ズ
ム
と
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
神
聖
な
純
粋
さ
を
極
度
に
重

視
し
た
。
何
故
な
ら
、
詩
は
神
と
人
間
の
共
同
作
品
で
あ
る
が
故
に
、
何
よ
り
神

聖
に
し
て
純
粋
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
の
文
体
は
澄
明

で
音
楽
的
で
限
り
な
く
美
し

い
。
例
え
ば

『
パ
ン
と
葡
萄
酒
」
を
読
ん
で
み
れ
ば

よ
い
。
そ
の
美
し
さ
を
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
彼
の
大
多
数
の
詩
は
原
文

の
ド
イ
ツ
語
で
こ
そ
、
そ
の
韻
律
の
素
晴
ら
し
さ
が
看
取
さ
れ
る
が
、
反
面
で
表

現
の
明
晰
さ
を
欠
く
憾
み
が
あ
る
。
音
調
は
美
し
い
が
、
意
味
不
明
の
難
解
さ
が

あ
る
。
そ
の
音
調
、
す
な
わ
ち
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
他
言
語
に
移
す
こ
と
が

ま
ず
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
日
本
語
の
翻
訳
で
は
伝
達
不
可
能
と
さ
え

感
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
し
ま
た
こ
こ
に
こ
そ
、
彼
の
詩
文
の
決
定
的
な
特
徴
が
あ
り
、

他
国
の
読
者
に
と

っ
て
は
理
解
し
共
感
す
る
す
る
上
で
、
大
き
な
障
害
と
な
る
。

音
調
が
明
と
す
れ
ば
、
難
解
さ
が
暗
、
彼
の
文
体
に
光
と
影
の
存
す
る
所
以
で
あ

る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
最
も
理
解
し
易

い
と
思
わ
れ
る
詩
を
例
に
と

っ
て
み
よ

、つ
。

パ
ン
と
葡
萄
酒

街
の
周
囲
は
し
め
や
か
に
や
す
ら
う
、
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
る
灯
火
に
照
ら
さ

れ
た
小
路

そ
し
て
松
明
を
か
ざ
し
た
車
が
幾

つ
か
か
た
こ
と
と
過
ぎ
去
り
ゆ
く
。

そ
の
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
喜
び
に
充
た
さ
れ
、
憩
い
を
求
め
て
人
々
は
家
路
を

た
ど
る
、

そ
の
日
の
損
得
の
帳
尻
を
計
る
如
才
な
い

一
人
の
商
人
が

家
の
中
で
満
足
げ
な
顔
付
き
を
し
て
い
る
。
が
ら
ん
と
し
て
葡
萄
も
花
卉
も

色
々
な
手
仕
事
も
ま
た
消
え
、
賑
や
か
だ

っ
た
青
空
市
場
は
ひ

っ
そ
り
と
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静
ま
る
。

そ
こ
に
弦
を
爪
弾
く
音
が
遠
く
の
庭
園
か
ら
響
い
て
く
る
、
お
そ
ら
く
は

彼
処
で

一
組
の
恋
人
が
弾
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
孤
独
な
男
が

一
人

遠
く
の
友
達
と
遠
き
青
春
の
日
を
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
泉
の
水

が
絶
え
ず
湧
き
出
し
て
、
匂
い
や
か
な
花
壇
の
傍
を
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
。

た
そ
が
れ
ゆ
く
空
に
静
か
に
響
き
わ
た
る
入
相
の
鐘
の
音
、

そ
し
て
時
刻
を
忘
れ
ず
に
夜
番
が

一
人
、
今
何
時
か
を
告
げ
知
ら
せ
る
。

時
あ
た
か
も

一
陣
の
風
が
吹
き
起

こ
り
、
林
苑
の
木
々
の
梢
を
ざ
わ
ざ
わ
と

揺
ら
す
、

見
よ
、
吾
ら
が
大
地
の
影
法
師
た
る
、
あ
の
月
が

今
ま
た
ひ
そ
や
か
に
昇
り
く
る
。
そ
し
て
う

っ
と
り
と
夢
見
る
よ
う
な
夜
が

訪
れ
る
、

満
天
の
星
に
彩
ら
れ
、
お
そ
ら
く
吾
ら
を
気
遣
う
こ
と
も
な
く
、

人

々
を
驚
か
す
か
の
よ
う
に
、
見
知
ら
ぬ
女
性

(夜
)
が
輝
き
、

山

の
端

の
上
に
悲
し
げ
に
、
ま
た
あ
で
や
か
に
昇
り
ゅ
く
月
。

こ
の
詩
は
九
連
か
ら
な
る
エ
レ
ギ
ー

の
第

一
連
だ
が
、
後
期

ロ
マ
ン
派
の
詩
人

の

一
人
ク
レ
メ
ン
ス

・
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
が
十
二
年
間
に
数
百
回
も
反
復
し
て
読

み
、
ヘ
ル
マ
ン

・
ヘ
ッ
セ
が

「
こ
れ
こ
そ
詩
だ
、
こ
れ
こ
そ
詩
人
だ
」
と
賛
嘆
し

た
と

い
う
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
代
表
的
な
詩
の

一
節
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
筆

者

の
和
訳
で
は
、
そ
の
美
し
さ
は
到
底

伝
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
拙
訳
の
至

ら
な
さ
が
あ
る
に
は
違

い
な
い
が
、
し
か
し
最
も
大
き
な
原
因
は
、
ド
イ
ツ
語
の

原
詩
に
あ
る
韻
律
的
な
リ
ズ
ム
と
そ
の
微
妙
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
日
本
語
に
移
し
が

た
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
。

一
一

自
立

へ
の
道

}
七
九
三
年
の
秋
、
大
学
の
学
業
を
終
え
た

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
、
そ
の
年
の
歳

末
、
シ
ラ
ー
の
斡
旋
で
、
あ
る
貴
族
家
庭
の
住
み
込
み
家
庭
教
師
と
し
て
イ

ェ
ー

ナ
近
郊
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
に
移
住
す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
若
き
詩
人

は
イ

ェ
ー
ナ
と
ヴ

ァ
イ
マ
ル
の
文
芸
学
術
圏
に
参
入
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。
当

時
イ

ェ
ー
ナ
に
は
文
学
や
哲
学
の
巨
人
達
が
群
集
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ゲ
ー
テ
、

シ
ラ
ー
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
他
に
、
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
ジ
ャ
ン

・
パ
ウ
ル
、

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
な
ど
の
面
々
で
あ
る
。
自
ら
偉
大
な
人
物
に
な
り
た
い
と
い

う
志
を
抱

い
て
い
た

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
、
こ
う
し
た
精
神
の
巨
人
達
と
交
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
練
磨
し
、
自
分
自
身
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
す
る
。
実

際
彼
は
新
進
の
哲
学
者

フ
ィ
ヒ
テ
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
。

一
七
九
四
年

=

月
の
友
人
宛
て
の
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
〔以
下

『
ヘ
ル
ダ

ー
リ
ン
全
集
』
第
四
巻

(手
塚
富
雄
他
訳
)
河
出
書
房
新
社
、

一
九
八
入
年
か
ら

抜
粋
引
用
す
る
〕

「僕
は
今
、
思
索
や
詩
作
を
通
じ
て
、
ま
た
も
ち
ろ
ん

一
人
で
は
や
れ
な

い
が
、
義
務
と
し
て
行
う
行
動
を
通
じ
て
、
生
か
し
た

い
と
思
う
事
柄
で
頭
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も
胸
も

い
つ
ば

い
だ
。
真
に
偉
大
な
精
神
を
も

っ
た
人
々
、
ま
た
真
に
偉
大

な
、
自
発
的
で
大
胆
な
心
情
を
も

っ
た
人
々
の
側
に
い
る
こ
と
は
、
僕
を
交

互
に
打
ち
の
め
し
た
り
昂
揚
さ
せ
た
り
す
る
。
僕
は
薄
明
や
仮
睡
の
状
態
か

ら
、
何
と
か
し
て
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悲
し
い
諦
念
に
最
後
の
避

難
所
を
見
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
半
ば
成
長
し
た
ま
ま
半
ば
死
ん

で
し
ま

っ
た
力
を
、
穏
や
か
に
、
し
か
し
き

っ
ぱ
り
と
覚
醒
さ
せ
形
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
…
フ
ィ
ヒ
テ
は
今
や
イ
ェ
ー
ナ
の
魂
だ
。
フ
ィ
ヒ
テ
が

そ
う
で
あ
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
こ
れ
ほ
ど
深
遠
で
精
力
に
溢
れ
た

精
神
の
人
を
、
僕
は
外

に
知
ら
な
い
。
人
間
知
識

の
最
も
深
遠
な
領
域
に
、

こ
の
知
識
の
原
理
を
、
そ
れ
と

と
も
に
正
義
の
原
理
を
探
求
し
、
規
定
し
、

精
神
の
同
様
に
強
力
な
思
考
力
を
も

っ
て
、
こ
れ
ら
の
原
理
か
ら
最
も
深
遠

で
大
胆
な
帰
結
を
導
き
出
し
、
闇

の
力
に
抗
し
て

一
種
の
熱
情
、

一
種
の
明

確
さ
を
も

っ
て
、
そ
の
結
果
を
書
き
記
し
、
講
義
す
る
。
こ
の
熱
情
と
明
確

さ
の
結
合
は
、
僕
の
よ
う
な
貧
し

い
者
に
は
、
こ
の
実
例
が
な
け
れ
ば
、
解

き
が
た

い
謎
と
し
か
思
え
な
か

っ
た
だ
ろ
う
…
僕
は
毎
日
彼

の
講
義
を
聞
い

て
い
る
。
時
々
は
会

っ
て
話
も
す

る
。
シ
ラ
ー
の
処
に
も
何
度
か
行

っ
た
」

(ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
、
小
島
純
郎
訳
)

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
シ
ラ
ー
に
対
す
る
尊
敬
と
愛
情
は
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
シ
ラ
ー

へ
の
書
簡
に
流
露
し
て
い
る
。

「私
は
あ
な
た
に
対
し
て
深
い
尊
敬
の
念
を
抱

い
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ

っ
て
強
め
ら
れ
た
り
、
謙
虚
に
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。
今
も
ま
た
、
私
が
私
の
教
養
と
私
の
生
徒
の
教
養
を
な
げ
や
り
に
し

な
い
の
は
、
そ
の
た
め
な
の
で
す
。
私
を
饒
舌
に
さ
せ
な

い
の
は
、
こ
の
尊

敬
の
念
な
の
で
す
…
あ
な
た
の
お
そ
ば
に
い
た
な
ら
ば
、
私
の
中
に
奇
跡
が

お
こ

っ
た
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
よ
う
に
貧
し
い
の
に
、
ど
う
し
て
精
神
の

富
に
こ
の
よ
う
に
関
心
を
持
た
ず
に
い
ら
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
決

し
て
幸
福
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
私
は
欲
せ
ず
に
は
お
れ

ま
せ
ん
。
私
は
欲
し
ま
す
。
私
は
男
子
に
な
り
た
い
の
で
す
。
と
き
ど
き
私

に
お
目
を
お
掛
け
く
だ
さ

い
。
人
間
の
善
意
が
全
く
無
駄
に
な
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
か
ら
」

(シ
ラ
ー
宛

一
七
九
四
年
四
月
)

こ
こ
で
言
う
男
子
に
な
る
と
は
、
ど
う
い
う
事
か
。
そ
れ
は
自
分
が
自
分
の
理

想
に
な
る
事
だ
。
高
い
志
を
持

っ
た
堂
々
た
る
人
間
に
な
る
事
で
あ
る
。

ヘ
ル
ダ

リ
ー
ン
は
そ
れ
を
弟
へ
の
手
紙

の
中
で
敷
街
し
て
い
る
。

「
休
み
な
い
活
動
の
下
で
、
人
は
男
子
に
成
熟
す
る
の
だ
。
た
と
え
義
務

が
多
く
の
喜
び
は
も
た
ら
さ
ず
、
そ
の
義
務
が
ど
ん
な
に
些
細
な
義
務
に
見

え
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
義
務
で
あ
る
た
め
に
、
義
務
の
た
め
に
行
動
し
よ
う

と
す
る
努
力
の
下
で
、
人
は
男
子
に
成
熟
す
る
。
欲
望
の
拒
否
の
下
で
、
僕

達
の
本
性
の
中
の
常
に
安
楽
と
快
楽
を
求
め
る
利
己
性
の
克
服
と
放
棄

の
下

で
、
よ
り
大
き
な
活
動
圏
が
開
か
れ
る
ま
で
の
静
か
な
待
機
の
下
で
、
も
し

も
そ
の
よ
り
大
き
な
活
動
圏
が
開
か
れ
な
け
れ
ば
、
自
己
の
力
を
狭

い
活
動
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圏
に
限
る
の
も
、
そ
れ
が
良
い
結
果
を
生
み
出
す

の
な
ら
ば
、
や
は
り
偉
大

で
あ
る
と
い
う
確
信
の
下
で
、
人

間
の
ど
ん
な
弱
点
に
も
激
昂
さ
せ
ら
れ
ず
、

人
間
の
ど
ん
な
虚
飾
の
華
麗
さ
、
偽
り
の
偉
大
さ
、
ま
が
い
も
の
の
卑
下
に

も
混
乱
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
平
静
さ
の
下
で
、
た
だ
人
類
の
幸
不
幸
を

思
っ
て
の
苦
悩
と
歓
喜
、
あ
る
い
は
自
己

の
不
完
全
の
自
覚
に
よ

つ
て
の
み

乱
さ
れ
る
平
静
さ
の
下
で
、
人
は
男
子
に
成
熟
す
る
。
…
そ
の
た
め
に
は
、

僕
達
は
自
ら
に
大
き
な
要
求
を
課
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(弟
カ
ー
ル
宛

一
七
九
四
年
入
月
二

一
日
)

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
実
際
の
生
活
は
ど
の
よ
う

で
あ
ろ
う
か
。

「今
僕
は

一
日
中
、

一
人
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
夕
方
だ
け
、
フ
ィ
ヒ
テ

の
講
義
を
聞
き
に
行
く
。
シ
ラ
ー
の
処
に
は
、
で
き
る
だ
け
度
々
行
く
。
シ

ラ
ー
は
心
か
ら
僕
の
世
話
を
や
い
て
く
れ
る
。
今
後
僕
が
ど
う
な
る
か
は
、

僕
自
身
に
も
分
か
ら
な
い
。
…
僕
は
母
に
厄
介
を
か
け
な

い
た
め
に
は
、
何

で
も
す
る
つ
も
り
だ
し
、
そ
の
た
め
に
非
常
に
き
り

つ
め
た
生
活
も
し
て
い

る
の
だ
。
食
事
は

一
日
に

一
度
、
良
か
ら
ず
悪
し
か
ら
ず
程
度
の
食
事
を
と

る
だ
け
だ
し
、
飲
物
は
ビ
ー
ル
で
我
慢
し
て
、
そ
の

一
杯
の
ピ
ー
ル
に
、
な

つ
か
し
い
ネ
ッ
カ
ー
の
葡
萄
酒
を
思

い
、
そ
の
酒
を
神
聖
に
し
て
く
れ
た
楽

し
い

一
時
を
偲
ん
で
い
る
」
(ノ
イ
フ
ァ
ー
宛

一
七
九
五
年

一
月

一
九
日
)

「ゲ
ー
テ
と
会

っ
て
話
を
し
た
。
友
よ
、
こ
れ
ほ
ど
の
偉
大
さ
に
こ
れ
ほ

ど
の
人
間
味
を
見
出
す
の
は
、
僕
達

の
人
生
の
最
上
の
楽
し
み
だ
。
ゲ
ー
テ

は
僕
を
非
常
に
や
さ
し
く
親
切
に
も
て
な
し
て
く
れ
た

の
で
、
僕
の
心
臓
は

喜
び
に
お
ど

っ
た
。
そ
し
て
思
い
出
す
と
、
今
で
も
僕
の
心
臓
は
お
ど
る
の

だ
」
(
へ
ー
ゲ
ル
宛

一
七
九
五
年

一
月
二
六
日
)

こ
う
し
た
楽
し
い
生
活
は
し
か
し
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
教
え
子
と

の
葛

藤
の
末
に
家
庭
教
師
を
や
め
、
饒
別
の
貯
え
も
払
底
し
、
生
活
が
逼
迫
し
て
く
る
。

自
分
の
夢
を
達
成
し
よ
う
と
願
う
が
、
し
か
し
現
実
は
物
心
両
面
で
思
い
通
り
に

な
ら
な

い
。
確
か
に
、
彼
は
故
郷
の
先
輩
で
友
人
で
師
で
も
あ
る
シ
ラ
ー
の
如
く

偉
大
な
人
間
に
な
り
た

い
と
思
い
、
孤
軍
奮
闘
す
る
が
、
所
詮
自
分
の
非
力
を
悟

り
、
イ

ェ
ー
ナ
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
複
雑
な
心
境
を
、
シ
ラ
ー
宛

の
書

簡
で
吐
露
し
て
い
る
。

「た
と
え
言
葉
に
よ
っ
て
伝
わ

っ
て
こ
な
く
て
も
、
お
側
に
い
る
だ
け
で

一
個
の
精
神
の
影
響
力
を
は

っ
き
り
と
感
じ
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
自
分
を

幸
福
と
感
じ
得
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
お
側
を
離
れ
れ
ば
、
遠
ざ
か
る

一
マ

イ
ル
ご
と
に
、
別
離
を
後
悔
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
奇
妙
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
ま
た
、
と
り
も
直
さ
ず
、
こ
の
お
側
に
い
た
た
め
に
、
私
は
不

安
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と

が
な
け
れ
ば
、
外
に
ど
ん
な
動
機
が
あ
る
に
せ
よ
、
私
に
と

っ
て
、
思
い
き

っ
て
立
ち
去
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
私
は
常
に
あ
な
た
に
お

会

い
し
た
い
誘
惑
を
感
じ
、
お
会
い
す
れ
ば
、
い
つ
も
た
だ
、
私
は
あ
な
た

に
対
し
て
は
無
価
値
な
の
だ
、
と
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
す
。
こ
の
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よ
う
な
苦
痛
を
も
ち
ま
わ
っ
て

い
て
は
、
必
然
的
に
自
分
の
誇
ら
し
い
要
求

も
失
う
に
至
る
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
あ
な
た
に
と

っ
て
も
重
要
な

も
の
た
ろ
う
と
し
ま
し
た
の
で
、
私
は
あ
な
た
に
と

っ
て
無
に
ひ
と
し
い
こ

と
を
、
自
分
で
悟
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
す
。
…
あ
な
た
に
対
し
て
真

に
価
値
あ
る
者
に
な
ろ
う
と
す
る
私
の
努
力
は
、
根
底
に
お
い
て
は
真
、
善
、

美

に

、

そ

れ

ら

に
到

達

で
き

る

に

せ

よ

、

で
き

な

い
に
せ

よ

、
と

も

か

く

自

分
の
個
性
を
も

っ
て
で
き
る
だ
け
近
づ
こ
う
と
す
る
正
当
な
願
望
に
外
な
ら

な
か

っ
た
と
、
安
ん
じ
て
自
分

に
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、

私
の
喜
び
と
致
し
ま
す
…
私
は
た
だ
ひ
た
す
ら
、
毎
月
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に

参
り
、
何
年
に
も
わ
た

っ
て
自
分
を
豊
か
に
し
た

い
と
願

っ
て
い
る
の
で
す
。

あ
な
た
か
ら
頂
い
た
も
の
を
し

っ
か
り
と
貯
え
、
利
を
生
み
出
し
た
い
も

の

だ
と
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
私
は
非
常
に
孤
独
な
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
私
に
と

っ
て
は
よ
い
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
」

(
シ
ラ
ー
宛

一
七
九
五
年
七
月
二
三
日
)

ま
た
別
の
書
簡
で
は
、

「あ
な
た
の
お
言
葉
を
満
足

に
映
し
出
す
こ
と
の
な
か

っ
た
、
曇

っ
た
、

あ
る
い
は
磨
か
れ
ぬ
鏡
を
お
怒
り

に
な
る
こ
と
も
な
く
、
ご
自
分
を
語

っ
て

下
さ
っ
た
ひ
と
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
と
、
私
は
時
々
流
罪
者
の
よ
う

な
気
持
ち
が
い
た
し
ま
す
。
受

け
る
こ
と
な
く
、
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

こ
れ
が
非
凡
な
人
達
の
財
な
の
だ
、
彼
ら
は

《
身
を
氷
で
暖
め
る
》
こ
と
も

で
き
る
と
、
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
自
分
が
非
凡
人
で
な

い
こ
と
を
、

あ
ま
り
に
も
度
々
痛
感
い
た
し
ま
す
。
私
は
私
を
取
り
ま
く
冬
の
中
で
凍
え
、

硬
直
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
天
空
が
氷
の
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
私
は

石
の
よ
う
に
冷
た
く
な
り
ま
す
。

一
〇
月
に
は
、
私
は
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
に
お
い
て
、
住
み
込
み
家
庭
教
師
の
職
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

以
上
私
の
饒
舌
も
、
あ
な
た
に
対
し
私
の
こ
と
を
ご
報
告
を

い
た
す

の
を
、
何
か
義
務
の
よ
う
に
考
え
た
た
め
と
お
考
え
下
さ
い
ま
し
て
、
ど
う

か
お
許
し
下
さ
い
。
し
か
し
こ
う
申
せ
ば
、
自
分
の
心
を
い
つ
わ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
に
対
し
何
事
か
を
申
し
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
は
、
ほ
と
ん
ど
私
の
唯

一
の
誇
り
、
私
の
唯

一
の
慰
め
で
あ
り
ま
す
か

ら
。
永
遠
に

あ
な
た
の
崇
拝
者

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
」

(シ
ラ
i
宛

一
七
九
五
年
九
月
四
日
)

「私
に
は
今
も
な
お
、
昔
あ
な
た
が
私
に
対
し
て
抱

い
て
く
だ
さ

っ
た
暖

か
な
お
気
持
ち
の
ど
ん
な
些
細
な
し
る
し
も
、
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
か
び
ま

す
。
私
が

フ
ラ
ン
ケ
ン
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
頃
、
あ
な
た
は
私
に
二
、
三

の
言
葉
を
書

い
て
く
だ
さ

っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
誤
解
を
受
け
る
た

び
に
、
そ
の
お
言
葉
を
繰
り
返
し
読
ん
で
お
り
ま
す
。
あ
な
た
は
私
に
対
し

て
、
お
考
え
を
変
え
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
を
お
見
限
り
に
な

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
お
尋
ね
を

い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
、

お
許
し
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
に
対
す
る
私
の
傾
倒
の
念
は
、
時
に
は
熱
情
と

も
な
り
、
時
折
の
抵
抗
も
空
し
く
、
今
な
お
私
か
ら
離
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
傾
倒
の
念
こ
そ
、
私
に
む
り
や
り
こ
の
よ
う
な
質
問
を
発
せ
し
め
る
根
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拠
と
、
お
考
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

も
し
も
あ
な
た
が
私
に
こ
ん
な

に
も
自
由
を
失
わ
せ
た
唯

一
の
人
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
質
問
を
い
た
し
た
こ
と
で
、
私
は
自
分
を

責
め
て
お
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
何
ら
か
努
力
を
し
、
成
功
を
か
ち
と

っ
て
、

も
う

一
度
あ
な
た
の
ご
満
足
の
し
る
し
を
得
ま
す
ま
で
は
、
心
が
休
ま
ら
な

い
気
が
い
た
し
ま
す
。
…
私
は
他

人
に
対
し
、
若

い
と
き
の
神
経
過
敏
が
か

な
り
取
れ
て
き
た
と
思

っ
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
今
あ
な
た
に
申
し
上
げ

る

一
言
ご
と
に
気
後
れ
し
、
困
惑

い
た
し
ま
す
。
私
に
ご
好
意
あ
る
お
言
葉

を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
私
が
ど
ん
な
人
間
に
変
わ
り
ま
し
た
か
、
見
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
(
シ
ラ
ー
宛

一
七
九
六
年

一
一
月
二
〇
日
)

「私
は
芸
術
の
批
評
家
や
巨
匠
に
左
右
さ
れ
な

い
だ
け
の
、
ま
た
そ
の
限

り
必
要
な
落
着
き
を
も

っ
て
自
分

の
道
を
行
く
だ
け
の
、
十
分
な
勇
気
と
自

分
の
判
断
力
を
も

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
あ
な
た
か
ら
は
ど
う
し
て
も
自
由

に
な
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
あ
な
た

の

一
言
が
ど
ん
な
に
甚
だ
し
く
自
分
を
決

定
す
る
か
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
私
は
度
々
仕
事

の
間
ひ
る
み
に
脅
か
さ

れ
な
い
た
め
に
、
あ
な
た
を
忘
れ
よ
う
と
努
め
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ひ

る
み
と
気
後
れ
こ
そ
芸
術
の
死
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
」

(シ
ラ
ー
宛

一
七
九
七
年
六
月
二
〇
日
)

「あ
な
た
の
お
傍
に
ま
い
り
ま
す
と
、
あ
な
た
は
私
に
強
烈
す
ぎ
る
生
気

を
与
え
ら
れ
ま
す
。
目
前
の
あ
な
た
が
い
つ
も
ど
ん
な
に
私
を
燃
え
立
た
せ

ら
れ
た
か
と

い
う
こ
と
、
そ
し

て
翌
日
に
な
る
と
、
ま
る

一
日
、
何
の
考
え

も
思

い
描
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と
を
、
今
も
な
お
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
あ
な
た
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お
り
ま
し
た
限
り
、
私
の
心
臓

は
私
に
は
ま
る
で
狭
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
お
傍
を
離
れ

た
時
、
も
う
私
は
心
臓
を
破
裂
し
な

い
よ
う
に
、
し

っ
か
り
と
押
え
て
お
く

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
。
あ
な
た
を
目
の
当
た
り
に
し
た
私
は
、
地

面
に
植
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
植
物
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
昼
間
は
そ
れ
に
日

覆

い
を
し
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
こ
と
を
お
笑

い
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
私
は
真
実
を
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
」

(
一
七
九
七
年
八
月
中
旬
)

「あ
な
た
を
よ
く
知
る
こ
と
が
苦
痛

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
大

き
な
喜
び
で
も
あ
る
と

い
う
の
で
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
の
お
力
は
お
そ
ら
く

と

っ
く
の
昔
に
、
私
か
ら
勇
気
を
奪

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
な

た
は
人
間
を
す

っ
か
り
見
通
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
故
、
あ
な
た
の
前
で
自
己
の

真
実
を
偽
る
こ
と
は
、
役
に
立
た
ぬ
無
用
の
わ
ざ

で
し
ょ
う
。
す
べ
て
偉
大

な
人
物
は
、
偉
大
で
な
い
人

々
か
ら
平
安
を
奪
う
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
同

等
で
あ
る
人
々
の
間
で
し
か
、
均
衡
と
自
然
な
率
直
さ
は
成
立
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
あ
な
た
ご
自
身
が
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
故
、
正
直

に
申
し
上
げ
ま
す
な
ら
、
私
は
時
折
あ
な
た
の
精
神
力
と
ひ
そ
か
に
戦

い
、

自
分
の
自
由
を
救
お
う
と
し
ま
す
。
そ
し
て
あ
な
た
に
完
全
に
支
配
さ
れ
は

し
な

い
か
と

い
う
不
安
が
、
快
活
な
気
持
ち

で
あ
な
た
に
近
づ
く
こ
と
を
、

す
で
に
し
ば
し
ば
妨
げ
た
.の
で
す
。
し
か
し
私
は
あ
な
た
の
天
球
か
ら
す

っ

か
り
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

(シ
ラ
i
宛

一
七
九
八
年
六
月
三
〇
日
)
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シ
ラ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ビ
ヴ

ァ
レ

ン
ツ
な
気
持
ち
が
よ
く
出
て
い
る
。
感
激

(閾
0
㈹
9
08
目
昌
Oq
)、
純
粋
無
垢

(閑
o巨

　9

)、
情
緒
過
剰

(d
げ
2
・。o『
壽
巨
鵬
)
の

権
化
だ

っ
た
青
年

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
、
巨
人
シ
ラ
ー
と
対
峙
し
、
そ
れ
を
の
り
超

え
よ
う
と
奮
闘
し
、

つ
い
に
そ
の
中
途
で
蹉
跣
し
た
。
そ
し
て

一
八
〇

一
年
六
月

二
日
付
け
の
書
面
を
最
後
に
、
シ
ラ
ー
と
の
文
通
は
途
絶
え
た
。
精
神
の
昏
迷
を

き
た
し
た
後
も
、
シ
ラ
ー
の
名
前
を
聞
く
と
、
詩
人
は
懐
か
し
げ
な
表
情
を
し
た

そ
う
で
あ
る
。

三

ズ

ゼ

ッ
テ

(デ

ィ
オ

テ

ィ
ー

マ
)
の
愛

さ
て

一
七
九
六
年

一
月

一
〇
日
前
後

、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

銀
行
家
ゴ
ン
タ
ル
ド
家
の
住
み
込
み
家
庭
教
師
と
な
り
、
そ
こ
の
若
き
主
婦
ズ
ゼ

ッ
テ
と
知
り
合
う
。
ズ
ゼ

ッ
テ
と
相
知
る
に
お
よ
ん
で
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
人
生

と
文
学
は

一
変
し
た
。

一
七
九
六
年
六
月
下
旬
の
友
人
宛
の
書
簡
に
、
ズ
ゼ

ッ
テ

と
の
心
の
交
流
の
喜
び
を
率
直
に
披
露
し
て
い
る
。

「僕
は
新
し
い
世
界
に
い
る
。
僕
は
今
ま
で
、
何
が
美
し
い
か
、
何
が
善

良
か
、
自
分
で
分
か

っ
て
い
る

つ
も
り
だ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
人
を
見
て
か

ら
は
、
自
分
の
知
識
の

一
切
を
嘲
笑
し
た
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
世
界
に
は
、

僕
の
心
が
そ
の
傍
に
千
年
も
留
ま

る
こ
と
が
で
き
る
人
が
い
る
。
そ
の
人
に

向
か
い
合

っ
て
い
る
と
、
す
べ
て
僕
達
人
間
の
理
解
力
や
思
考
力
な
ど
と
い

う
も
の
は
、
自
然
の
前
で
は
ど
ん
な
に
幼
稚
な
も
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
く
る
。
愛
ら
し
さ
と
気
高
さ
、
平
静
と
活
気
、
精
神
と
心
情
と
容
姿

が
、
こ
の
人
の
中
で
は
全

一
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
で
こ
う
し
た
も
の

が
予
感
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な

い
し
、
再
び
見
出
す
の
も
困
難
な
も
の
だ

…
も
し
僕
に
こ
の

一
人
の
女
性
が
現
れ
て
、
そ
の
春
の
光
で
、
僕
に
と

っ
て

は
も
う
価
値
の
な
く
な

っ
て
い
た
僕
の
生
命
を
若
返
ら
せ
、
強
め
、
明
る
く

し
、
栄
光
で
浸
し
て
く
れ
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、
僕
は
今
の
よ
う
に
、
鷲
の

よ
う
に
心
楽
し
く
な
り
え
た
だ
ろ
う
か
?
僕
に
は
昔
の
色
々
な
憂

い
が
全
く

愚
か
し
く
、
ち
ょ
う
ど
子
供
に
理
解
で
き
な
い
よ
う
に
、
不
可
解
に
思
わ
れ

る
瞬
間
が
た
び
た
び
あ
る
の
だ
。
実
際
彼
女
の
前
で
、
は
か
な
い
地
上
の
こ

と
を
考
え
る
の
は
不
可
能
な
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
彼
女
に
つ
い
て
は
、
僅

か
し
か
語
れ
な
い
の
だ
」

(ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
)
。

そ
れ
か
ら

一
七
九
入
年
九
月
中
旬
ま
で
、
凡
そ
二
年
八
ヶ
月
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン

は
ズ
ゼ
ッ
テ
と
の
精
神
的
な
愛
を
育
み
、
現
実
の
愛
の
喜
び
と
悲
し
み
を
味
到
す

る
。
し
か
し
夫

の
嫉
妬
か
ら
発
し
た
暴
言
に
傷
つ
い
た
ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
敢
然
と

職
を
辞
し
て
、
知
人
の
紹
介
で
近
郊
の
ホ
ン
ブ
ル
ク
に
移
住
す
る
。
人
目
を
し
の

ぶ
月
に

一
度

の
逢
瀬
。
こ
こ
に
純
愛
の
光

(幸
福
)
と
影

(苦
悩
)
が
彼
の
精
神

を
交
互
に
見
舞
う
。
詩
人
と
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
。

そ
れ
は
長
ら
く
秘
蔵
さ
れ
て
、
世
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ズ
ゼ
ッ
テ
の
死
後
百

十
八
年
目
の

一
九
二
〇
年
に
な

っ
て
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
。
ズ
ゼ

ッ
テ
、
す
な
わ

ち
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
の
手
紙
が
全
部
で
十
七
通
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
感
動
な
く
し

て
は
読
め
な

い
も

の
で
あ
る
。
す
べ
て
筆
者
の
真
心
と
愛
情
で
綴
ら
れ
て
い
て
、
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ま
さ
に
言
々
肺
膀
を
衝
く
思
い
が
す
る
。
そ
の
中
か
ら
幾

つ
か
を
、
以
下
に
大
幅

に
圧
縮
し
て
引
用
し
ょ
う
。

「わ
た
く
し
が
お
愛
し
す
る
よ
う

に
あ
な
た
を
お
愛
し
す
る
者
は
、
も
う

決
し
て
ご
ざ

い
ま
す
ま

い
、
わ
た
く
し
を
愛
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
あ
な
た

の
お
愛
し
に
な
る
者
は
、
も
う
決
し
て
ご
ざ
い
ま
す
ま

い

(こ
ん
な
利
己
的

な
願
い
を
お
許
し
く
だ
さ

い
)
。
…
わ
た
く
し
の
申
す
言
葉
は
み
な
あ
な
た

だ
け
の
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
わ
た
く
し
の
精
神
、
わ
た
く
し
の
魂
は
あ
な

た
の
う
ち
に
反
映
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「昨
日
あ
な
た
が
お
立
ち
去
り
に
な
り
ま
し
た
時
、
わ
た
く
し
は
苦
痛
と

喜
び
と
未
来
の
不
安
な
予
感
と
の
ま
じ
り
あ

っ
た
感
情
に
浸
り
き

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
お
手
紙
を
開
き
ま
し
た
が
、
言
葉
を
た
ど
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
読
み
な
が
ら
胸
が
ど
き
ど
き

い
た
し
ま
し
て
、
意
味

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
も

っ
と
心
の
静
ま

っ
た
時
を
待

つ

よ
り
仕
方
が
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
戸
外
に
出
ま
し
た
。
午
後

に
は
陽
が
部
屋
の
中
に
と
て
も
優
し
く
差

し
込
ん
で
来
ま
し
て
、
ま
る
で
わ
た
く
し
に
向
か
っ
て
、
心
を
静
め
る
よ
う

に
と
呼
び
か
け
た
か
の
よ
う
に
、
わ
た
く
し
を
す

っ
か
り
な
だ
め
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
、
お
手
紙
を

一
語

一
語
読
む
だ
け
の
落
ち
着
き

が
で
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
て
、
子
供
達
を
み
な
庭

へ
出
し
ま
し
て
、
や

つ
と
あ
な
た
と
お
二
人
き
り
に
な

っ
た

の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
は
幸
福
な

時
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
わ
た
く
し

の
感
謝
に
満
ち
た
心
は
、
お
手
紙
が
わ
た

く
し
の
胸
か
ら
湧
き
出
さ
せ
た
涙
の
こ
と
を
歎
こ
う
な
ど
と
は
い
た
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
わ
た
く
し
は
た
だ
胸
の
中
の
声
を
聞
く
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
し

た
、
あ
の
方
は
生
き
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
!
わ
た
く
し
の
近
く
に
い
ら

っ
し
ゃ

る
!
わ
た
く
し
を
誠
実
に
愛
し
て
く
だ
さ
る
!
今
日
は
幸
福
な
日
な
の
だ
!

と
」

「全
く

一
人
き
り
で
お
り
ま
す
が
、
お
な
つ
か
し
い
あ
な
た
に
お
や
す
み

を
言
わ
ず
に
は
寝
に

つ
か
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
が
ど
ん
な
に
痛
切
に
あ
な

た
を
感
じ
て
い
る
か
、
わ
た
く
し
た
ち
の
愛
の
い
ち
ば
ん
神
聖
な
瞬
間
が
ど

ん
な
に
わ
た
く
し
の
心
の
前
に
浮
か
ん
で
い
る
か
、
そ
れ
を
今
あ
な
た
が
お

感
じ
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
の
で
す
が
!
そ
れ
を
お
感
じ
に
な

っ
て

い
ら

つ
し
ゃ
る
こ
と
が
知
れ
ま
し
た
ら
、
わ
た
く
し
は
ど
ん
な
に
幸
福
に
な

る
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
!
安
ら
か
に
快
く
お
休
み
く
だ
さ
い
、
わ
た
く

し
の
姿
が
お
身
の
ま
わ
り
に
た
だ
よ

い
ま
す
よ
う
に
!
…
ま
た
す

っ
か
り
静

か
に
、

一
人
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
話
し
た
く
て
た
ま
ら
な

い
の
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
た
だ
、
何
か
ら
始
め
て
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
ご
ざ

い
ま

す
。
申
し
上
げ
る
べ
き
こ
と
は
沢
山
ご
ざ

い
ま
す

の
に
、
そ
れ
を
言
葉
に
表

す
の
が
と
て
も
難
し

い
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
言
う
こ
と
が
沢
山
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
少
し
し
か
言
い
得
な

い
と

い
う
こ
と
を
、
ま
た
も
痛
感

い
た
し
ま

す
」
(浅
井
真
男
訳

以
下
同
じ
)

「あ
ら
ゆ
る
美
し
い
も

の
の
鏡
で
あ
る
あ
な
た
の
高
貴
な
ご
天
性
が
、
あ

な
た
の
中
で
破
壊
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
は
、
浄
化
さ
れ
て
崇

高
な
姿
で
あ
な
た
に
現
れ
る
も
の
を
、
再
び
世
に
贈
る
義
務
が
ご
ざ

い
ま
す
。
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そ
し
て
ご
自
身
を
維
持
す
る
こ
と
を
特
別
に
お
考
え
に
な
る
義
務
が
ご
ざ
い

ま
す
。
あ
な
た
の
よ
う
な
方
は
数
少
な
い
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
…
あ
な
た
の

愛
は
十
分
に
わ
た
く
し
を
尊
重
し

て
く
だ
さ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し

て
い
つ
ま
で
も
わ
た
く
し
を
満
足
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
世
間

で
名
誉
と

い
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
欲
し
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
偉
大
な
方

々
が
あ
な
た

を
尊
重
し
て
お
り
ま
す
し
、
あ
ら

ゆ
る
高
貴
な
天
性
の
人
々
の
描
写
の
中
に
、

わ
た
く
し
は
あ
な
た
を
見
出
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
上
に
世
間
の

惨
め
な
証
言
な
ど
は

い
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
も
タ
ッ
ソ
ー
を
読

み
ま
し
て
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
あ

な
た
の
面
影
を
見
出
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、

そ
れ
を
も
う

一
度
お
読
み
く
だ
さ

い
!
」

「わ
た
く
し
は
窓
の
そ
ば

へ
ま

い
り
ま
し
て
、
じ
っ
と
見

つ
め
な
が
ら
立

っ
て
お
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
ま
た
し
て
も
錯
覚
が
お
こ
り
ま
し
た
。
あ
な

た
の
お
顔
が
茂
み
を
透
か
し
て
見
え
る
か
と
思
う
と
、
今
度
は
あ
な
た
が
樹

に
よ
り
か
か

っ
て
覗

い
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
わ
た
く
し
は
幻
想
の
戯

れ
だ
と
悟
り
ま
し
て
、
ま
え
に
お
姿
を
見
ま
し
た
の
も
そ
う
な
の
だ
と
、
自

分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
そ
う

し
ま
す
と
、
今
度
は
苦
痛
が
冷
た
い
手
で

わ
た
く
し
の
心
臓
を

つ
か
み
ま
し
て
、
押
し

つ
ぶ
そ
う
に
す
る
の
で
ご
ざ

い

ま
す
。
思
い
は
凍
り
付

い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
る
で
、
あ
な
た
を
抱
擁
し

よ
う
と
し
ま
し
た
の
に
、
あ
な
た
が
影
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
な
気
持
ち

で
ご
ざ

い
ま
し
た
」

「あ
な
た
が
よ
い
と
お
思
い
の
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
意
志
で
ご
ざ

い
ま

す
。
そ
し
て
た
と
え
あ
な
た
が
、
現
実
の
世
界
で
は
わ
た
く
し
た
ち
が
完
全

に
訣
別
し
て
し
ま
う
の
が
よ
い
と
お
信
じ
に
な
る
と
し
ま
し
て
も
、
わ
た
く

し
は
あ
な
た
を
お
見
失

い
す
る
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
眼
に
見
え
ぬ
つ
な

が
り
は
、
や
は
り
続
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
人
生
は
短
い
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
…
愛
と
い
う
も
の
は
、
何
と
難
し

い
術
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
だ

れ
が
愛
を
知
り
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
だ
れ
が
そ
れ
に
従

わ
ず
に
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
」

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
憂
諺
な
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
!
始
終
泣
き
出

し
そ
う
な
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
自
分
に
近
し
い
あ
な
た
の
お
心
の
お
答
え
を

あ
こ
が
れ
求
め
て
い
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
す

べ
て
が
こ
ん
な
に
快

い
の

に
!
こ
ん
な
に
調
和
し
て
お
り
ま
す
の
に
、
わ
た
く
し
に
と

っ
て
は
全
く
死

ん
だ
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
な
た
の
生
き
て
い
ら

つ
し
ゃ
る
こ
と
の
し
る

し
が
見
え
な
い
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
あ
な
た
の
お
心
が
わ
た
く
し
の
心

に
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
証
拠
が
な
い
か
ら
で
ご
ざ

い
ま
す
。
お
お
、

一

度
胸
に
感
じ
た
幸
福
な
、
な
つ
か
し
い
天
上
的
な
愛
!
別
れ
と
い
う
も
の
は
、

心
の
中
に
何
と

い
う
空
虚
を
残
し
て
ゆ
く
も
の
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
」

「カ
ッ
セ
ル
に
は
三
日
滞
在

い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
最
初

の
夜
明
け
に
、

わ
た
く
し
は
早
く
目
が
覚
め
ま
し
た
。
同
行
者
は
ま
だ
眠

っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
あ
な
た
の
お
な
つ
か
し
い
詩
を
紙
入
れ
か
ら
取
り
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
わ
た
く
し
の
朝
の
お
祈
り
だ

っ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
は
わ
た
く

し
の
愛

に
満
ち
た
感
情
を
や
さ
し
い
涙
ぐ
ま
し
い
憂
愁
で
つ
つ
み
ま
し
て
、

わ
た
く
し
を
し

っ
か
り
と
あ
な
た
の
お
胸
に
抱
き
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
て
わ
た
く
し
は
ま
た
元
気
に
生
活
の
中
へ
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
」
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「お
お
、
い
つ
ま
で
も
わ
た
く
し
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
!
そ
し
て
た

と
え
わ
た
く
し
た
ち

の
愛
が
永
遠

に
報
い
ら
れ
な
い
ま
ま
だ
と
し
ま
し
て

も
、
こ
の
愛
は
そ
れ
自
身
に
よ

っ
て
わ
た
く
し
た
ち
の
内
に
、
全
く
ひ
め
や

か
に
、
け
れ
ど
も
本
当
に
美
し
く
存
在
す
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
、
わ
た

く
し
た
ち
に
と
り
ま
し
て
は
、
い
つ
ま
で
も

一
番
な
つ
か
し
い
唯

一
の
も
の

で
あ
り
続
け
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
う
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た

に
と

っ
て
も
そ
う
な
の
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
わ
た
く
し
た
ち
の

魂
は
つ
ね
に
、
そ
し
て
永
遠
に
相
会
う

の
で
ご
ざ

い
ま
す
」

「そ
れ
か
ら
眠
り
に
お
ち
ま
す
と
、
夢
を
見
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
な

た
が
何
か
で
お
集
ま
り
に
な

っ
た
方
々
と
、
ご

一
緒
に
散
歩
を
し
て
い
ら

っ

し

ゃ
る
と
こ
ろ
で
す
。
あ
な
た
が
昔
の
通
り
ご
自
由
に
家
の
階
段
を
上
が

っ

て
い
ら

つ
し
ゃ
る
の
が
見
え

て
、
わ
た
く
し
は
あ
な
た
の
た
め
に
扉
を
開
き

ま
し
た
。
わ
た
く
し
た
ち
は
全
く
少
し
の
不
安
も
な
し
に
、
心
も
軽
く
ご

一

緒
に
い
る
の
で
し
た
。
そ
し
て
わ
た
く
し
の
眼
は
あ
な
た
の
お
眼
の
中
を
じ

つ
と
見

つ
め
て
、
楽
し
ん
で
い
る

の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
や
が
て
眼
を
覚
ま
す

と
、
わ
た
く
し
の
心
に
は
と
て
も
な
ご
や
か
な
感
動
が
残

っ
て
お
り
ま
し
て
、

実
際
数
時
間
の
間
は
体
も
し

っ
か
り
し
て
い
た
の
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
後
で
は
、
あ

の
時
ど
う
し
た

の
か
訳
が
分
か
ら
な
い
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
し
て
わ
た
く
し
は
、
あ
な
た
が
な
く
て
は
わ
た
く
し
の
生
命
は
し
ぼ
ん
で
、

徐
々
に
死
ん
で
ゆ
く
と
い
う
こ
と
を
は

っ
き
り
と
感
じ
ま
し
た
…
ほ
と
ん
ど

奇
蹟
を
信
ず
る
よ
り
外
は
な
い
よ
う
な
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
く
し

た
ち
が
ご

一
緒

に
な
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
ご

一
緒
に
な
る
と

い
う

こ
と
が
わ
た
く
し
の
日
々
の

一
番
熱
烈
な
願

い
な
の
で

ご
ざ

い
ま
す
か
ら
。
け
れ
ど
も
ご

一
緒
に
な
る
の
も
、
わ
た
く
し
た
ち
の
愛

の
最
初
の
時
代
の
よ
う
に
、
不
安
も
心
配
も
な

い
の
で
な
く
て
は

い
け
な

い

の
で
ご
ざ

い
ま
す
」

「
せ
め
て

一
度
で
も
あ
な
た
の
お
そ
ば
に
行
く
こ
と
を
、
ど
ん
な
に
か
願

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
な
つ
か
し
い
最
愛
の
心
の
恋
人
よ
!
ど
う
ぞ
、

こ
ん
な
思
い
き

っ
た
言
い
方
を
お
許
し
く
だ
さ

い
ま
せ
。
あ
な
た
を
感
じ
て

お
り
ま
す
時
だ
け
に
、
あ
な
た
に
お
目
に
か
か

っ
た
後
の
時
だ
け
に
、
わ
た

く
し
は
自
分
の
心
の
情
愛
の
す
べ
て
を
感
ず
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
わ
た
く

し
が
も
う
こ
ん
な
に
理
性
の
年
齢

(三
十
歳
)
に
入
り
な
が
ら
、
こ
ん
な
に

若
く
見
え
ま
す
の
を
、
自
分
な
が
ら
驚
く
こ
と
が
度
々
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
う

い
う
時
に
は
、
ま
た
こ
う
も
考
え
ま
す
。
愛
な
し
に
生
き
続
け
る
よ
り
は
、

愛

の
犠
牲
に
な
る
ほ
う
が
ま
し
だ
!
と
。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
る
こ
と
か
、

だ
れ
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
運
命

の
道
は
、
本
当
に
暗

い
の
で
ご
ざ

い
ま
す

か
ら
」「わ

た
く
し
の
愛

の
言
葉
が
あ
な
た
の
魂
に
伝
わ
り
ま
し
た
あ

の
晩

に
、

そ
れ
は
あ
な
た
の
天
使
の
よ
う
な
お
目
の
中
に
や
さ
し
い
焔
を
燃
え
上
が
ら

せ
ま
し
た
が
、
今
そ
の
焔
を
生
き
生
き
と
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
う
し
て
お
り
ま
す
と
、
胸

の
あ
た
り
が
と
て
も
快
く
軽
や
か
に
な

っ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
永

い
間
歌
う
た
め
に
開
か
れ
た
こ
と

の
な
い
わ
た
く

し
の
唇
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
大
好
き
な
歌
い
な
れ
た
歌
を
口
ず
さ
ん
で
お
り

ま
し
た
。
そ
し
て
ず

い
ぶ
ん
時
間
が
た

っ
て
か
ら
、
や

っ
と
自
分
の
し
て
い
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る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
て
、
微
笑
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「わ
た
く
し
が
必
ず
あ
な
た
の
ご
意
向
に
従
い
ま
し
て
、
ご
く
必
要
な
こ

と
だ
け
し
か
話
さ
な
い
と

い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
わ
た
く
し
た
ち

の
最
愛

の

愛
は
、
い
つ
も
た
だ
わ
た
く
し
た

ち
だ
け
の
知

っ
て
い
る
も
の
で
、
永
遠
に

神
聖
な
秘
密
の
ま
ま
で
い
る
と

い
う
こ
と
、
こ
れ
は
固
く
お
信
じ
く
だ
さ
い

ま
せ
」「ご

機
嫌
よ
う
、
ご
機
嫌
よ
う

!
近
く
て
も
遠
く
て
も
、
い
つ
も
わ
た
く

し
の
傍
に
い
ら

つ
し
ゃ
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
ん
な
に
も
わ
た
く

し
と
結
び
つ
い
て
い
ら

つ
し
ゃ
る
の
で
す
も
の
、
ど
ん
な
も
の
も
あ
な
た
を

わ
た
く
し
か
ら
引
き
離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
た
ち
が
ど
こ
に

お
り
ま
し
ょ
う
と
も
、
ご

一
緒
な

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
お
作
の
詩
は
、
ど

れ
も
言
い
知
れ
な
い
ほ
ど
の
喜
び
を
も

っ
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
手
紙
は
み
な

一
冊
の
本
の
よ
う

に
ま
と
め
て
あ
り
ま
し
て
、

い
つ
か
永

い

間
お
便
り
を
頂
け
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、
読
み
な
が
ら
、
今

で
も
こ
の
通
り
な
の
だ
と
、
考
え

る
よ
う
に
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
あ

な
た
も
同
じ
こ
と
を
な
さ

っ
て
、

同
じ
こ
と
を
お
信
じ
く
だ
さ

い
ま
せ
。
本

当
に
わ
た
く
し
た
ち
を
結
び
合
わ

せ
て
い
る
も
の
は
、
わ
た
く
し
た
ち

の
生

き
で
い
る
限
り
、
生
命
の

一
番
内
奥

の
と
こ
ろ
に
在
り
続
け
る
の
で
ご
ざ

い

ま
す
」「あ

な
た
が
い
ら

つ
し
ゃ
ら
な
く

て
は
、
あ
た
り

一
帯
が
寂
真
と
し
て
空

虚
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
わ

た
く
し
の
胸
は
不
安
に
満
ち
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
に
向
か

っ
て
波
立

っ
て

い
る
こ
の
烈
し
い
感
情
を
、
ま
た
胸

の
中
に

閉
じ
込
め
て
抑
え

つ
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
?
も
し
も
あ

な
た
が
お
出
で
に
な
ら
な
か

っ
た
ら
!
そ
し
て
も
し
も
お
出
で
に
な
る
の
で

し
た
ら
!
や
は
り
心
の
平
衡
を
保

っ
て
、
あ
ま
り
痛
切
な
感
動
を
受
け
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
お
帰
り
の
時
、
引
き
返
し

て
い
ら

つ
し
ゃ
ら
な
い
で
、
静
か
に
お
立
ち
去
り
に
な
る
こ
と
を
お
約
束
し

て
く
だ
さ

い
ま
せ
。
そ
う
な
さ
る
こ
と
を
知

っ
て
お
り
ま
せ
ん
と
、
朝
ま
で

極
度
の
緊
張
と
不
安
に
陥

っ
て
し
ま
う

の
で
ご
ざ

い
ま
す
」

以
上
長
々
と
ズ
ゼ

ッ
テ

(デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
)
の
手
紙
か
ら
引
用
し
て
き
た
が
、

こ
れ
で
も
全
分
量

の
十
分
の

一
に
も
満
た
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
か

ら
も
、
ズ
ゼ

ッ
テ
の
ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
に
対
す
る
愛
情
の
ほ
ど
が
付
度
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
二
人
の
間
の
愛

の
明
暗
、
そ
の
光
と
影
が
十
分
推
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

一
家

の
女
主
人
と
家
庭
教
師
と
の
恋
愛
と
な
れ
ば
、
不
倫
と
非
難
さ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
が
、
し
か
し
彼
ら
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
も
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
純
愛
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
そ
の
幸
福
と
悲
劇
が
あ

っ
た
。
極
度
の
緊
張
と
興
奮
と
不
安
の
連
続
が
、

敏
感
で
繊
細
な

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
精
神
を
次
第
に
蝕
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
物
質
的

困
窮

(貧
乏
)
が
常
に
彼
に
付
き
ま
と

い
、
彼
は
ズ
ゼ
ッ
テ
の
許
を
離
れ
、
糊
口

の
資
を
求
め
て
、
故
郷
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
へ
と
彷
復
し
た
。
そ

の
間
に
ア
ポ

ロ
に
打
た
れ
る
異
常
体
験
を
し
て
、
そ
の
上
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら

の
帰
途
強
盗
に
襲
撃
さ
れ
て
、
ど
う
に
か
故
郷
に
帰
り
着

い
た
時
に
は
、
す
で
に

彼
の
精
神
は
狂
気
を
き
た
し
て
い
た
。
彼
が
帰
郷
し
た

一
八
〇
二
年
六
月
中
旬
か

ら
数
日
後
、
す
な
わ
ち
六
月
二
二
日
の
夕
刻
、
彼

の
永
遠
の
恋
人
ズ
ゼ

ッ
テ
が
肺
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結
核
で
永
眠
し
た
が
、
詩
人
は
も
と
よ
り
そ
れ
を
知
ら
な
か

っ
た
。

そ
れ
で
は
ズ
ゼ
ッ
テ
と
は

一
体
ど
ん
な
女
性
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
女
は

一
七
六
九
年
に
北
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
生
ま
れ
で
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
よ
り

一
歳

年
長
で
あ
る
。
父
親
は
彼
女
が
入
歳
の
時
に
、
七
〇
余
歳
で
亡
く
な

っ
た
と

い
う

か
ら
、
晩
婚
で
出
生
し
た
娘

で
あ
る
。
弟
が

一
人
い
た
。

一
七
入
六
年

一
七
歳
で
、

銀
行
家
の
夫
と
結
婚
し
、
実
母
も
嫁
ぎ
先
に
伴
い
向
居
し
て
い
た
。

一
男
三
女
に

恵
ま
れ
、
ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
そ
の
長
男

の
教
育
係
り
と
し
て
、
招
聰
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
ズ
ゼ
ッ
テ
に
つ
い
て
、

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
の
友
人
宛
て
の
書
簡
が
的
確
に
描

写
し
て
い
る
。

「彼
女
は
美
し
い
。
ま
る
で
天
使

の
よ
う
だ
。
優
し
く
、
知
的
で
、
神

々

し
い
ま
で
に
あ
で
や
か
な
、
あ
の
顔
。
あ
あ
、
彼
女
の
そ
ば
に
い
れ
ば
、
た

と
え
千
年
間
で
も
、
僕
は
我
を
忘

れ
、

一
切
を
忘
れ
て
、
楽
し
い
観
察

に
ふ

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
こ
の
人
の
中
に
ひ
そ
む

無
欲
の
静
か
な
魂
は
、
無
尽
蔵
に
豊
か
な
の
だ
。
威
厳
と
情
愛
、
快
活
と
荘

重
、
甘
美
な
戯
れ
と
崇
高
な
愁

い
、
生
命
と
精
神
、
す
べ
て
が
融
合
し
て
、

彼
女
に
あ

っ
て
は
、

一
つ
の
神
々
し
い
全
体
を
な
し
て
い
る
」

(ノ
イ

フ
ァ
ー
宛

一
七
九
七
年

一
月

一
六
日
)

の
知
性
、
そ
し
て
そ
の
全
身
に
み
な
ぎ
る
優
美
さ
は
人
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。

し
か
し
そ
れ
を
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
。
小
さ
な
仲
間
内
の
集
ま
り
で
は
、
彼

女
は
最
高
度
に
単
純
で
上
品
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、
教
養
の
あ
る
精
神
と
落
ち
着

い
た
心
と
を
兼
備
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
内
輪
の
間
で
は
子
供
達
の
中
心
で
あ

り
、
彼
女
が
努
め
て
避
け
て
い
る
大
き
な
社
交
界
に
い
る
よ
り
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏

を
ず

っ
と
楽
し
ん
で
い
る
。
義
務
と
人
間
愛
、
拒
絶
と
犠
牲
、
そ
の
す
べ
て
を
彼

女
か
ら
学
べ
る
。
彼
女
と

の
交
際
で
私
は
自
分
が
純
化
さ
れ
る
の
を
感
ず
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
乙
女
の
よ
う
に
優
美
で
、
静
謹
で
、
聡
明
だ

っ
た
ズ

ゼ

ッ
テ
は
、
詩
人
を
慕

い
つ
つ
、
わ
ず
か
三
三
歳
の
若
さ
で
亡
く
な

っ
た
。
幸
福

で
あ

っ
た
か
、
不
幸
で
あ

っ
た
か
。

同
世
代
の
ロ
マ
ン
派
の
シ
ユ
レ
ー
ゲ
ル

(弟
)
と
友
人
の
シ
ェ
リ
ン
グ
は
年
上

の
人
妻
を
奪

い
取

っ
た
。
し
か
し

ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
は
そ
れ
が
で
き
な
か

っ
た
。
そ

れ
は
彼
が
あ
く
ま
で
も
純
粋
で
、
自
己
の
欲
望
を
貫
徹
す
る
よ
り
も
、
断
念
す
る

こ
と
を
是
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
誇
り
高
く
、
潔
癖
で
、
高
貴
だ

っ
た
。
そ

の
意
味
で
ズ
ゼ

ッ
テ
と
は
精
神
的
に
似
た
者
同
士
だ

っ
た
。
確
か
に
彼
ら
に
は
地

上

の
愛
は
報
い
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
お
そ
ら
く
今
は
天
上
で
天
使
の
美
し
い
結
婚

愛
を
実
現
し
、
永
遠
の
愛
の
喜
び
を
、
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
享
受
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。

文
学
者
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

・
ハ
イ

ン
ゼ
は

「ゴ
ン
タ
ル
ト
夫
人
は
イ
タ
リ
ア
中

世
の
画
家
テ
ィ
チ
ア
ー
ノ
風
の
清
ら
か

で
美
し

い
顔
を
し
て
い
る
」
と
言
い
、
ゴ

ン
タ
ル
ト
家
を
訪
問
し
た
あ
る
若

い
銀
行
家
の
青
年
が

「柔
和
さ
、
善
良
さ
、
真
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